
eゃ
・
ゆ
£
荷
、
伊
必

第
二
十
単
位
第
三
挽
・昭
和
三
十
六
年
十
二
月
護
行

明
代
華
北
に
お
け
る
銀
差
成
立
の

一
研
究

'
ー
ー
山
東
の
門
銀
成
立
を
中
心
に
し
て
|
|

谷

口

規

矩

雄

六五四三二一

目

次

は

し

が

き

明
代
筏
役
制
度
の
概
観

山
東
に
お
け
る
均
館
前
法
に
つ
い
て

山
東
に
お
け
る
銀
差
の
成
立

山
東
に
お
け
る
銀
差
の
内
容
的
特
徴

む

す

び

_:_ 1ー

』ま

し

;b; 

き
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明
代
の
役
法
H
揺
役
制
度
に
関
す
る
研
究
は
か
な
り
早
く
か
ら
行
わ
れ
て
お
り
、
数
多
く
の
成
果
を
生
み
出
し
て
い
る
。
し
か
し
そ
の
多
く

は
里
甲
制
を
め
ぐ
る
研
先
で
あ
っ
て
、
星
甲
正
役
以
外
の
雑
役
に
つ
い
て
は
必
ず
し
も
十
分
に
研
究
が
進
ん
で
い
る
と
は
い
い
難
い
。
た
だ
先
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年
笹
表
さ
れ
た
山
根
氏
の
論
先
は
、
均
籍
法
を
中
心
に
、
雑
役
の
内
容
と
、
そ
の
饗
遷
と
を
全
面
的
に
究
明
さ
れ
た
労
作
で
あ
り
、
岩
見
氏
は

特
に
均
各
に
お
け
る
銀
差
の
成
立
を
、
山
根
氏
の
設
を
批
判
し
つ
つ
論
じ
ら
れ
た
。

し
か
し
な
が
ら
、
雨
氏
の
研
究
は
江
南
地
方
の
史
料
を
中
心
に
し
て
の
研
究
で
あ
っ
て
、
各
役
の
面
で
も
中
国
各
地
方
の
地
域
的
差
異
を
具

そ
の
性
格
を
合
理
的
に
解
明
す
る
に
は
な
お
今
後
の
研
究
が
必
要
と
思
わ
れ
る
。

憧
的
に
明
ら
か
に
す
る
と
と
も
に
、

上
記
二
氏
の
研
究
に
照
ら
し
て
も
、
明
代
華
北
の
繕
役
に
闘
し
て
な
お
若
干
の
特
色
が
認
め
ら
れ
る
。

本
稿
は
特
に
山
東
省
を
中
心
に
、
雑

役
の
面
に
現
れ
た
華
北
の
特
質
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
が
目
的
で
あ
り
、
一
般
に
後
進
地
州
市
と
い
わ
れ
る
華
北
の
農
民
生
活
の
特
質
を
解
明
す

る
た
め
の

一
手
掛
り
を
得
ょ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。
し
か
し
江
南
地
方
の
研
究
に
比
し
て
、
華
北
の
研
究
は
史
料
的
制
約
を
菟
れ
難
い
現
朕

で
あ
り
、
本
稿
は
そ
の
た
め
の
一
試
論
に
過
ぎ
な
い
。

明
代
各
役
制
度
の
概
観

- 2一

論
を
進
め
る
に
嘗
っ
て
、
最
初
に
明
代
の
役
法
H
各
役
制
度
の
概
観
を
述
べ
、
そ
の
饗
遷
途
上
に
お
け
る
銀
差
成
立
の
意
義
を
明
ら
か
に
し

て
お
き
た
い
。

明
代
の
役
法
で
、
特
に
雑
役
が
設
け
ら
れ
た
の
は
洪
武
初
の
ζ

と
で
あ
る
が
、
そ
れ
も
含
め
て
、
役
法
が
制
度
と
し
て
整
備
、
制
定
さ
れ
た

の
は
、
洪
武
十
四
年
の
「
賦
役
黄
冊
」
編
造
の
際
の
と
と
で
あ
る
。
そ
れ
は
大
別
し
て
、
里
甲
正
役
と
雑
役
の
二
つ
に
分
け
ら
れ
る
。
里
甲
正

役
と
は
、
皇
甲
制
に
基
づ
く
里
長
・
甲
首
な
ど
の
役
を
指
し
、
崎
零
戸
を
除
く
全
て
の
戸
に
謝
し
て
一
律
に
十
年
に
一
度
科
せ
ら
れ
た
。
こ
の

正
役
以
外
の
役
は
全
て
雑
役
と
い
わ
れ
、
各
戸
の
「
丁
糧
の
多
寡
、
事
産
の
厚
薄
」
を
基
準
と
し
て
「
三
等
九
則
」
の
戸
則
に
従
っ
て
、
必
要

土
地
を
所
有
す
る
民
戸
に
割
り
嘗
て
ら
れ
た
。
と
の
雑
役
の
内
容
は
種
々
雑
多
で
あ
る
が
、
大
き
く
衣
の
四
種
に
分

に
臆
じ
て
不
定
期
的
に
、

類
で
き
る
。

T
i
 

中
央
・
地
方
の
官
願
の
使
役
に
服
す
る
も
の
:
:
:
巴
隷
・
紙
候
・
門
子
・
膳
夫
・
菊
夫
・
庫
子
・
斗
級
等
。



色、書

E 

官
用
の
交
遁
・
遁
信
・
運
輸
に
た
ず
さ
わ
る
も
の
:
:
:
館
夫
・
水
夫
・
鋪
司
兵
・
防
夫
等
。

地
方
の
治
安
維
持
に
嘗
る
も
の
:
:
:
弓
兵
・
民
世
等
。

租
税
の
徴
収
や
輪
迭
に
嘗
る
も
の
:
:
:
解
戸
・
巡
欄
等
。

E 町明
初
は
統
治
機
構
も
比
較
的
簡
素
で
、
各
役
の
徴
収
は
不
定
期
的
、
不
定
量
的
な
も
の
に
過
ぎ
な
か
っ
た
。
し
か
し
時
代
の
降
る
と
と
も
に

統
治
機
構
の
複
雑
化
・
膨
大
化
に
よ
っ
て
各
役
の
徴
収
は
巌
し
く
な
り
、
人
民
の
負
携
は
重
く
な
っ
た
。
と
同
時
に
負
措
の
不
均
衡
と
い
う
弊

害
が
生
じ
て
来
た
。
そ
と
で
格
役
負
措
を
合
理
化
し
、
と
れ
を
定
期
的
・
定
量
的
に
割
り
嘗
て
よ
う
と
し
た
の
が
、
正
統
八
年
(
一
四
四
三
)

頃
、
江
西
食
事
夏
時
に
よ
っ
て
創
め
ら
れ
た
均
各
法
で
あ
る
。

均
各
法
は
江
西
よ
り
起
り
、
そ
の
後
次
第
に
全
園
に
普
及
し
た
。
そ
れ
と
と
も
に
均
稽
法
に
よ
っ
て
割
嘗
て
ら
れ
る
雑
役
自
瞳
を
も
均
径
と

一
方
E
の
交
遁
・
運
輸
に
闘
す
る
役
の
一
部
は
、
均
格
と
は
別
に
一
括
さ
れ
て
「
騨
停
」
の
役
と
な
っ
た
。
正
統
年
聞
に

設
け
ら
れ
た
「
民
鮭
」
の
役
も
、
均
各
・
騨
惇
・
民
壮
と
併
稽
せ
ら
れ
、
里
甲
正
役
と
と
も
に
「
四
葺
」
と
呼
ば
れ
た
。
以
上
が
明
代
中
期
の

呼
ぶ
よ
う
に
な
り
、

ー 3-

役
法
の
大
要
で
あ
る
。

や
が
て
弘
治
(
一
四
入
八

l
一
五

O
五
)
・
正
徳
(
一
王

O
六
l
一
一
一
〉
の
聞
に
至
っ
て
、

均
各
の
中
か
ら
一
群
の
銀
納
化
さ
れ
た
役
目
が

そ
れ
に
謝
し
て
従
来
通
り
貰
際
に
労
働
力
を
提
供
す
る
一
群
の
役
目
は
カ
差
と
呼
ば
れ
る

が
、
各
役
銀
納
化
の
第
一
段
階
は
、
均
籍
中
に
お
け
る
銀
差
の
成
立
と
い
う
形
で
貫
現
さ
れ
た
。
と
の
銀
納
化
の
傾
向
は
時
代
の
降
る
と
と
も

に
進
行
し
、
力
差
に
属
す
る
役
を
次
々
に
銀
納
化
し
つ
つ
、
嘉
靖
(
一
五
一
一
一
一

l
六
六
〉
末
か
ら
高
層
(
一
五
七
三

l
一
六
一
九
〉
に
か
け

て
、
一
傑
鞭
法
に
至
っ
て
全
面
的
な
銀
納
化
が
達
成
さ
れ
た
こ
と
は
周
知
の
事
買
で
あ
る
。
銀
差
の
成
立
は
こ
の
全
面
的
銀
納
化
へ
の
端
緒
を

聞
い
た
も
の
と
し
て
劃
期
的
な
意
味
を
持
つ
も
の
と
云
う
と
と
が
で
き
る
が
、
そ
の
背
後
に
は
、
正
統
元
年
(
一
四
三
六
)
の
所
謂
「
金
花

紙
」
の
公
認
に
見
ら
れ
る
よ
う
に
、
現
物
経
蹴
何
よ
り
貨
幣
経
済
へ
の
護
展
と
、
そ
の
よ
り
一
唐
の
深
化
と
い
う
大
き
な
経
調
的
饗
化
が
存
在
し

た
事
買
を
見
逃
す
と
と
は
で
き
な
い
。

生
じ
、
そ
れ
が
銀
差
と
呼
ば
れ
る
と
と
に
な
る
。

235 
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た
だ
、
銀
差
の
成
立
に
閲
し
て
は
、

山
根

・
岩
見
雨
氏
の
意
見
の
聞
に
本
質
的
な
黙
で
か
な
り
大
き
な
相
還
が
あ
る
。
こ
の
貼
に
関
し
て
若

干
の
補
足
的
な
私
見
を
述
べ
る
と
と
も
に
、
山
東
に
お
い
て
は
、
そ
の
銀
差
が
門
銀
と
し
て
成
立
し
た
こ
と
を
以
下
節
を
追
っ
て
明
ら
か
に
し

た
い
。

山
東
に
お
け
る
均
笹
法
に
つ
い
て

山
東
に
お
け
る
門
銀
の
成
立
を
述
べ
る
に
先
だ

っ
て
、
既
に
均
各
法
の
施
行
を
め
ぐ
っ

て
注
意
す
べ
き
特
徴
が
現
れ
て
い
る
。
そ
れ
は
後
に

門
銀
と
し
て
明
瞭
に
現
れ
て
く
る
揺
役
賦
課
の
封
象
と
し
て
の
「
門
」
或
い
は
「
戸
の
財
産
」
の
評
債
と
い
う
問
題
が
、
既
に
均
籍
法
貫
施
の

で
は
そ
の
「
門
」
或
い
は
「
戸
の
財
産
」
と
い
う
問
題
が
、

山
東
に
お
い

て
如
何
に
現
れ
て
来
て
い

際
に
現
れ
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

る
で
あ
ろ
う
か
。

ζ

の
問
題
に
入
る
前
に
、
順
序
と
し
て
山
東
に
お
い
て
均
籍
法
が
何
時
頃
か
ら
施
行
さ
れ
た
か
に
つ
い
て
簡
軍
に
ふ
れ
て
お
き
た
い
。

- 4ー

均
径
法
が
正
統
八
年
(
一
四
四
三
)
頃
、
夏
時
に
よ
っ
で
江
西
に
創
行
さ
れ
た
こ
と
は
前
に
述
べ
た
。
そ
の
後
、
正
統
十
年
(
一
四
四
五
)

に
は
一
旦
鹿
止
さ
れ
た
が
、
景
泰
元
年
(
一
四
五

O
)
に
は
復
活
さ
れ
、
以
後
景
泰
(
一

四
五
O
l五
六
)
・
天
順
(
一
四
五
七

l
六
四
)
・
成

化
(
一
四
六
五

l
八
七
)
と
時
代
と
と
も
に
各
地
に
普
及
し
、
弘
治
元
年
(
一
四
八
八
)
の
令
で
全
国
的
に
施
行
さ
れ
た

u

山
東
に
お
い
て
も
、
地
志
の
名
宮
志
等
に
よ
れ
ば
、
天
順

・
成
化
年
聞
に
「
均
卒
各
役
」
と
表
現
さ
れ
て
い
る
繕
役
改
革
が
各
地
の
地
方
官

に
よ
っ
て
行
わ
れ
た
記
事
が
散
見
す
る
。
恐
ら
く
ζ

れ
ら
の
各
役
改
革
は
均
籍
法
に
基
ず
い
た
も
の
と
思
わ
れ
る
が
確
詮
は
な
い
。

た
だ
孝
宗
貫
録
弘
治
五
年
正
月
丁
酉
の
傑
に
、
盛
臨
の
俸
が
あ
り
、
天
順
初
の
こ
と
と
し
て
、

石
亨
の
騎
怒
を
盟
劾
し
た
こ
と
を
記
し
た
後

に
、
臨
が
左
遷
さ
れ
て
束
鹿
蘇
(
北
直
隷
保
定
府
)
に
知
鯨
と
な
り
、
そ
と
に
お
い
て

「
九
則
の
法
を
立
て
た
」
と
と
が
述
べ
ら
れ
て

い
る
。

更
に
そ
の
後
文
に
、
左
副
都
御
史
と
し
て
湾
魯
(
山
東
)
の
餓
鐙
を
撫
価
し
た
際
に

「復
た
九
則
の
法
を
諸
郡
に
行
っ
た
」
と
あ
る
。
と
こ
に

同

云
う

「
九
則
の
法
」
と
は
均
籍
法
に
違
い
な
い
。
督
撫
年
表
に
よ
れ
ば
、
臨
が
山
東
巡
撫
で
あ
っ
た
の
は
成
化
十
九
年
よ
り
二
十
二
年
の
聞
で



山
東
に
均
籍
法
が
施
行
さ
れ
た
の
は
成
化
の
末
頃
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
江
西
に
お
け
る
均
各
法
の
初
行
か
ら
は
か
な
り
遅
れ
る

が
、
と
の
法
が
成
化
年
聞
に
全
国
的
に
普
及
し
た
と
と
か
ら
考
え
る
な
ら
ば
、
そ
の
趨
勢
に
合
致
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。

あ
る
か
ら
、

均
格
の
役
に
嘗
た
る
)
。

則
決
定
の
基
準
と
な

っ
た
の
は
国
土
(
税
糧
)
の
多
寡
で
あ
っ
た
、

同

で
は
山
東
に
お
い
て
、
均
各
法
施
行
に
嘗
っ
て
現
れ
る
「
門
」
と
は
如
何
な
る
内
容
の
も
の
で
あ
ろ
う
か
。
と
ζ

で
今
一
度
均
籍
法
の
特
質

を
考
え
て
み
る
の
に
、
そ
れ
は
付
雑
役
が

「
甲
」

単
位
に
、
十
年
に

一
度
定
期
的
に
割
嘗
て
ら
れ
た
(
皇
甲
正
役
に
服
し
て
後
、
五
年
に
し
て

口
こ
の
た
め
に
、
賦
役
黄
冊
の
他
に
均
径
冊
が
編
定
さ
れ
、
そ
の
戸
則
に
基
づ
い
て
雑
役
を
割
嘗
て
た
。
同
そ
の
戸

と
い
う
三
貼
に
な
る
で
あ
ろ
う
。
と
と
で
特
に
重
視
す
べ
き
ζ

と
は
、
責

冊
と
は
別
に
均
各
冊
が
件
ら
れ
、
そ
の
戸
則
決
定
に
は
回
土
(
税
糧
)
の
多
寡
が
基
準
と
な
っ
て
い
る
と
と
で
あ
る
。
明
代
の
役
法
で
は
、
既

一

に
明
初
よ
り
各
役
割
嘗
て
の
基
準
と
し
て
「
丁
・
糧
の
多
寡
、
事
産
の
厚
薄
」
を
い
い
、
人
丁
と
と
も
に
回
土
の
数
が
考
慮
に
入
れ
ら
れ
て
い

た
が
、
均
籍
法
に
お
い
て
、
そ
の
田
土
重
視
の
傾
向
が
明
瞭
に
現
わ
れ
た
と
と
は
山
根
氏
も
貰
聾
さ
れ
て
い
る
。
と
の
田
土
重
視
の
傾
向
は
、

-:-5ー

そ
の
後
一
篠
鞭
法
に
引
鑑
が
れ
、
人
丁
と
と
も
に
田
土
を
各
役
賦
課
の
封
象
と
す
る
と
い
う
明
確
な
形
を
と
っ
て
現
出
す
る
が
、
華
北
、
特
に

帥

山
東
に
お
い
て
こ
の
方
針
が
採
ら
れ
る
の
は
寓
暦
以
後
の

一
保
鞭
法
に
お
い
て
で
あ
り
、
均
籍
法
に
お
い
て
は

「
人
丁
」

と
と
も
に
「
門
」
を

課
税
封
象
と
し
た
こ
と
が
明
ら
か
に
看
取
さ
れ
る
。

山
東
経
曾
録
単
位
八
、
均
各
国
革
下
、
嘉
靖
四
十
二
年
、
撫
院
が
山
東
の
均
揺
を
議
し
た
文
に

山
東
均
籍
。
奮
規
専
論
丁
・
門
。

と
あ
り
、

ま
た
高
暦
波
上
蘇
志
巻
四
、
政
紀
志
、
賦
役
の
僚
に

按
。
均
各
呈
甲
。
出
於
門

・
了
。

と
あ
る
。
子
慣
行
の
穀
城
山
館
文
集
巻
三
十
四
、
興
撫
蓋
宋
公
論
賦
役
室
百
に
も
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奮
時
。
門

・
丁
均
籍
。
分
矯
九
則
。
三
年
一
一審。

と
記
さ
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
山
東
経
曾
録
谷
八
、
均
各
国
革
下
、
隆
慶
五
年
の
記
事
に
、
巡
撫
都
御
史
梁
夢
龍
が
均
各
の
審
編
に
嘗
っ
て
回
土
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を
論
じ
る
こ
と
に
反
封
し

有
田
有
租
。
不
易
之
法
。
均
繕
止
論
身
家
。
若
再
課
田
租
。
是
正
供
之
外
。
復
加
重
累
。

法
。
:
:
:
今
次
審
編
。
務
論
身
家
。
身
者
卸
冊
所
調
丁
也
。
家
者
即
冊
所
調
門
也
。

有
庸
有
調
之
義
。

途
至
霊
鹿
。

大
非
租
宗
成

れ
て
い
る
こ
と
を
考
え
る
な
ら
ば、

と
述
べ
て
い
る
。
均
籍
法
施
行
嘗
時
か
ら
殆
ん
ど

一
世
紀
近
く
も
降
っ
た
隆
慶
年
聞
に
お
い
て
、
な
お
「
丁
」
と
と
も
に
「
門
」

が
問
題
に
さ

山
東
に
お
い
て
は
、
均
各
の
審
編
に
「
人
丁
」
と
と
も
に
「
門
」

が
各
役
賦
課
の
重
要
な
封
象
と
し
て
考

即
ち
三
等
九
則
の
戸
則
に
従
っ
て
均
笹
の
役
が
課
せ
ら
れ
た

慮
に
入
れ
ら
れ
て
い
た
こ
と
明
ら
か
で
あ
ろ
う。

そ
し
て
こ
の
「
門
」
の
高
下
、

こ
と
云
う
ま
で
も
な
い。

そ
れ
で
は
、
こ
こ
に
云
う

「
門
」
の
高
下
H
戸
則
は
如
何
に
し
て
決
定
さ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
↑
即
ち
戸
則
決
定
の
基
準
と
な
っ
た
の
は
何

か
と
い
う
こ
と
で
あ
る
が
、
言
い
換
え
る
な
ら
ば
「
門
」
の
具
瞳
的
内
容
が
如
何
な
る
も
の
か
と
い
う
問
題
に
な
る
で
あ
ろ
う
。

う
の
み
で
は
、
そ
の
内
容
が
非
常
に
漠
然
と
し
て
い
る
が
、
と
の
「
門
」
と
い
う
語
で
表
わ
さ
れ
る
も
の
が
、
回
土
を
も
含
め
て
、
戸
の
財
産

「
門
」
と
い
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を
綜
合
し
た
も
の
と
解
し
て
い
い
よ
う
で
あ
る
。
藤
井
氏
は
、
華
北
に
お
い
て
は
土
地
・
人
丁
の
外
に
家
畜

・
債
券
等
が
各
役
課
税
の
重
要
な

因
子
に
な

っ
て
い
た
こ
と
を
指
摘
さ
れ
て
い
る
。

古
今
園
愛
国集
成
、
食
貨
典
賦
役
部
の
劉
光
開
「
差
役
疏
」
に
は
、
各
役
賦
課
に
つ
い
て
論
じ

北
方
則
門
・
丁
・
事
・
産
障
者
粂
論
。
南
方
則
偏
論
回
糧
。

と
述
べ
ら
れ
て
お
り
、
文
中
「
門
・
丁
・
事
・
産
」
の
四
者
と
い
っ
て
い
る
も
の
の
「
丁
」
を
除
い
た
「
門
・
事
・
産
」
が
そ
れ
ぞ
れ
何
を
指

す
の
か
は
明
瞭
で
な
い
。
同
様
な
論
は
世
宗
貫
録
嘉
靖
十
七
年
五
月
甲
成
の
保
、
吏
部
尚
書
許
墳
が
地
方
の
事
宜
を
傑
陳
し
た
文
中
に
も
あ
り

八
。
議
均
籍
。
南
方
均
各
。

貧
家
富
室
。
均
卒
審
浪
。

丁
・
回
矯
主
。
而
漏
報
宜
査
。
北
方
均
揺
。
事
産
矯
準
。
而
丁
・
回
参
問
。
須
丁
・
田
・
事
産
参
錯
。
酌
量

と
述
べ
ら
れ
て
い
る
。

「
事
産
」
と
「
丁
・
田
」
と
を
分
け
て
論
じ
て
い
る
か
ら
、
と
れ
に
よ
っ
て
考
え
る
な
ら
、

「
事
産
L

と
い
う
の
は



「
田
」
と
は
別
個
の
財
産
、
即
ち
家
畜
や
債
券
、
そ
の
他
の
動
産
を
指
す
も
の
と
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
。
何
璃
の
均
各
私
議
(
皇
明
経
世
文

編
倉
一
四
四
)
に
は

戸
有
上
中
下
三
等
。
蓋
遁
較
其
田
・
宅
・
質
・
畜
而
定
之
。
非
専
指
国
土
也
。
若
専
指
国
土
。
則
施
於
農
民
可
失
。

居
積
者
。
皆
不
及
突
。

工
商
之
家
。
及
放
債

と
あ
り

又
後
文
に

審
定
三
等
戸
則
之
時
。
不
論
士
農
工
商
。
凡
国
土
・
賀
本
・
市
宅
・
牲
畜
多
者
。
倶
定
作
上
等
。
抵
興
重
差
。

国
土
の
外
に
、
質
本
(
現
銀
〉
・
市
宅
(
屋
敷
〉
・
家
畜
及
び
「
放
債
」
、

貸
し
に
よ
る
「
債
券
」
の
所
有
高
を
論
ず
べ
き
ζ

と
を
強
調
し
て
い
る
。

「
門
」
の
内
容
と
し
て
は
、
国
土
と
と
も
に
乙
れ
ら
屋
敷
等
の
不
動

産
、
及
び
現
銀
・
家
畜
・
債
券
等
の
動
産
を
含
む
も
の
と
解
し
て
い
い
で
あ
ろ
う
。
従
っ

て
戸
則
H
「
門
」
の
高
下
と
い
う
の
は
、
回
土
と
同

時
に
、
今
述
べ
た
よ
う
な
種
々
の
事
産
を
そ
の
決
定
因
子
と
し
て
、
戸
の
財
産
を
綜
合
評
慣
し
た
も
の
と
考
え
る
ζ

と
が
で
き
る
。
そ
し
て
各

役
の
封
象
と
し
て
の
田
土
に
つ

い
て
は
、
一
種
に
華
北
に
お
い
て
は
田
土
そ
の
も
の
を
径
役
の
封
象
と
す
る
ζ

と
は
極
力
避
け
ら
れ
た
の
で
、

と
あ
る
。

乙
の
文
で
は
戸
則
の
審
定
に
嘗
っ
て
、

即
ち
商
人
の
高
利
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そ
の
こ
と
は
今
あ
げ
た
各
文
か
ら
も
察
せ
ら
れ
よ
う
。

国
土
に
各
役
を
課
す
と
と
は
、

回
土
が
田
賦
と
同
時
に
各
役
を
も
負
携
す
る
こ
と
に
な

り
、
農
民
に
二
重
の
負
措
が
課
せ
ら
れ
る
。
そ
れ
は
農
民
を
苦
し
め
る
が
、

田
土
を
所
有
し
な
い
商
人
を
利
す
る
ζ

と
に
な
る
、
卸
ち
「
厚
末

抑
本
」

(
何
培
、
均
各
私
議
〉
の
結
果
に
な
る
と
い
う
の
が
一
般
的
な
議
論
で
あ
っ
た
。

し
か
し
こ
う
し
た
議
論
よ
り
も
む
し
ろ
、
江
南
に
比

帥

た
め
に
土
地
の
措
税
力
が
小
さ
い
と
い
う
華
北
農
業
の
特
質
を
考
慮
に
入
れ
る
な
ら
ば
、
回
土
を
直

接
各
役
の
封
象
と
す
る
と
と
を
避
け
た
こ
と
は
十
分
解
樺
で
き
よ
う
。
何
璃
が
「
田
戸
附
税
一
種
。
戸
口
笛
差
籍
。
其
不
相
混
也
明
失
」
(
均
格

私
議
)
と
い
い
、
葛
守
謹
が
「
如
山
東
則
回
出
賦
。
門
丁
出
役
」
(
葛
端
粛
公
集
倉
一
玉
、
輿
梁
鳴
泉
中
丞
論
賦
役
)
と
い
っ
て
い
る
の
は
、

華
北
の
そ
う
し
た
事
情
を
ふ
ま
え
て
で
あ
り
、
と
の
観
念
は
贋
く
ゆ
き
わ
た
っ
て
い
た
。
そ
の
結
果
、
華
北
で
は
「
人
丁
」
と
と
も
に
「
門
」

し
て
相
封
的
に
土
地
の
生
産
力
が
低
く
、
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割
ち
「
戸
の
財
産
」
の
評
慣
が
重
調
さ
れ
る
ζ

と
に
な
っ
た
が
、
特
に
山
東
に
お
い
て
は
「
門
」
と
い
う
も
の
が
繕
役
賦
課
の
重
要
な
封
象
と
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な
っ
て
お
り
、
そ
れ
が
後
に

「
門
銀
」
と
し
て
明
確
な
形
を
と
っ
て
現
れ
る
こ
と
は
非
常
に
特
徴
的
で
あ
る
。

乙
う
し
た
事
産
が
ど
の
程
度
正
確
に
評
定
さ
れ
た
か
は
疑
問
で
あ
り
、
農
民
鳳
胞の
分
解
が
進
め
ば
、
戸
則
と
い
う
も
の
が

農
村
内
部
の
貰
棋
を
正
富
に
反
映
し
得
な
く
な
る
こ
と
は
十
分
議
測
さ
れ
る
。
こ
こ
に
白
土
が
各
役
の
封
象
と
し
て
問
題
に
さ
れ
て
来
る

一
因

し
か
し
な
が
ら
、

が
あ
っ
た
。
山
東
経
曾
録
各
九
、
均
各
附
録
に

査
隆
慶
元
年
則
例
。
山
東
近
来
審
編
均
籍
。
以
人
丁
・
地
畝
・
事
力
参
者
相
象
。
固
矯
良
法
。
然
求
其
至
嘗
舗
一
之
論
。
寛
亦
無
有
。
査

節
年
各
廊
所
申
。
如
脚
城
所
得
。
則
以
丁
地
編
差
。
箆
不
可
行
。
而
欲
参
之
以
生
意
。
如
東
昌
府
所
帯
。
則
以
丁
地
編
差
。
矯
決
可
行
。

若
止
嬢
生
意
以
矯
人
戸
之
差
等
。
則
良
買
深
摘
。
必
不
至
街
其
所
有
。

而
操
奇
車
以
日
字
於
市
者
。

或
稽
貸
於
人
以
矯
之
資
。
未
可
知

也
。
況
柴
懸
人
戸
数
多
。
宣
能
物
物
而
鉢
刃
之
。
人
人
而
低
昂
之
。
必
将
寄
耳
目
於
里
書
。
反
箆
好
民
開

一
一
騎
局
失
。
如
徳
卒
・
露
光
所

帯
。
則
亦
以
人
丁
地
畝
相
粂
矯
使
。
本
院
自
受
命
以
来
。
訪
問
於
者
老
大
僚
。
詞
謀
於
郷
邦
賢
哲
。
参
審
於
小
民
詞
版
。
則
照
地
編
差
。
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而
輔
以
丁
門
。
此
断
断
不
可
易
之
論
也
。
-

若
接
地
審
編
。
則
見
在
冊
籍
。
照
然
可
査
。
以
此
而
定
其
則
。
而
参
之
以
人
丁
・
事
力
。
則
人
之
貧
富
。
戸
之
高
下
。
可
指
諸
掌
上
。

と
あ
り
、

国
土
を
各
役
員
象
と
す
べ
き
こ
と
を
強
調
し
て
い
る
。
こ
れ
は
、
嘉
靖
三
十
年
よ
り
均
笹
の

一
部
で
あ
る
柴
炭

・
実

・
料

野

@
 

を
回
土
に
蝉
波
し
た
と
と
に
基
づ
い
て
な
さ
れ
た
論
議
で
あ
り
、

山
東
省
内
で
大
問
題
と
な
っ
た
こ
と
が
推
察
さ
れ
る
。
し
か
し
そ
れ
よ
り
も

注
意
す
べ
き
は
、

こ
の
隆
康
元
年
と
い
う
年
に
お
い
て
、
土
地
を
各
役
賦
課
の
封
象
と
す
べ
き
と
と
を
主
張
す
る
一
方
で
、
な
お
「
輔
な
う
に

丁
・
門
を
以
っ
て
す
る
」
と
い
い

「参
ず
る
に
人
丁
・

事
力
を
以
っ
て
す
る
」
と
い
っ
て
、

「門」

或
い
は

「
事
力
」
を
あ
げ
て
い
る
貼
で

あ
る
。
ζ

れ
に
よ
っ
て
判
断
す
れ
ば
、

山
東
に
お
い
て
は
「
門
」
即
ち

「
事
産
L

が
各
役
の
賦
課
封
象
と
し
て
如
何
に
大
き
な
位
置
を
し
め
て

い
た
か
が
推
測
で
き
よ
う
。
と
の
こ
と
は
と
り
も
直
さ
ず
、
回
土

へ
の
各
役
賦
課
を
極
力
避
け
よ
う
と
し
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
こ
と
に
も
な

る
。
そ
し
て
と
の
嘉
靖
三
十
年
の
措
置
は
大
き
な
論
議
を
よ
び
つ
つ
も
、
結
局
隆
慶
四
年
の
山
東
巡
撫
梁
夢
龍
の
上
奏
九
採
可
さ
れ
て

自
隆
慶
五
年
矯
始
。
原
於
地
畝
内
改
涯
料
債
・
木
柴
共
該
銀
伍
高
参
千
萱
拾
陸
南
伍
銭
伍
分
捌
事
茸
綜
覧
忽
。
倶
牧
回
均
籍
。
照
門
・
丁



徴
振
。

(
山
東
経
曾
録
単
位
八
〉

と
い
う
ζ

と
に
な
っ
て
結
着
を
み
た
。
山
東
に
お
い
て
「
人
丁
」
と
と
も
に
「
門
」
が
各
役
賦
課
の
封
象
と
し
て
重
視
さ
れ
て
い
た
ζ

と
明
瞭

で
あ
ろ
う
。

明
代
中
期
に
成
立
し
た
均
籍
法
に
お
い
て
、
華
中
・
華
南
で
は
各
役
賦
課
の
基
準
と
な
る
戸
等
の
決
定
に
は
人
丁
・
国
土
の
二
者
の
み
を
そ

の
因
子
と
す
る
と
い
う
原
則
が
確
立
さ
れ
、
特
に
国
土
が
大
き
な
比
重
を
占
め
た
の
に
封
し
、
華
北
に
お
い
て
は
国
土
は
「
戸
の
財
産
」
の
一

部
と
し
て
し
か
評
債
さ
れ
な
か
っ
た
。
一
般
に
華
北
で
は
「
賦
以
地
起
。
差
以
丁
出
」
(
葛
端
粛
公
集
巻
十
五
、
輿
妻
蒙
泉
中
丞
論
回
賦
)
と

い
う
観
念
が
参
透
し
て
お
り
、
人
丁
が
各
役
の
最
も
主
た
る
措
い
手
で
あ
っ
た
が
、
そ
の
際
も
戸
の
財
産
の
評
償
却
ち
「
門
」
の
高
下
が
大
き

く
問
題
に
さ
れ
た
こ
と
は
前
述
の
遇
り
で
あ
る
。
そ
乙
か
ら
山
東
に
お
い
て
は
恐
ら
く
正
徳
年
間
よ
り
人
丁
と
と
も
に
「
門
」
H
「
戸
の
財
産
」

が
格
役
賦
課
の
重
要
な
封
象
と
さ
れ
る
(
と
の
貼
に
つ
い
て
は
四
節
で
詳
述
す
る
)
に
至
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
り
、
隆
康
年
聞
に
至
る

す
る
こ
と
は
極
力
避
け
ら
れ
た
貼
、
充
分
注
意
さ
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
卸
ち
、

あ
り
、
そ
の
賦
課
の
基
準
と
し
て
の
戸
則
、
即
ち
「
門
」
の
高
下
は
、

山
東
で
は
各
役
賦
課
の
封
象
と
し
て
「
人
丁
」
と
「
門
」
と
が

国
土
を
も
含
め
た
「
戸
の
財
産
」

が
綜
合
的
に
評
債
さ
れ
た
の
で
あ

る
。
そ
し
て
、
均
繕
の
銀
納
化
開
始
に
嘗
っ
て
、
「
門
」
の
評
慣
に
基
ず
い
て
「
門
」

H
戸
に
課
せ
ら
れ
た
各
役
銀
が
「
門
銀
」
と
し
て
成
立

し
、
績
い
て
「
丁
」
を
封
象
と
し
た
繕
役
銀
、
即
ち
「
丁
銀
」
の
成
立
す
る
こ
と
を
次
節
に
お
い
て
明
ら
か
に
し
た
い
。

- 9ー

ま
で
「
人
丁
」
と
同
時
に
「
門
」
と
い
う
も
の
が
各
役
賦
課
の
も
う
一
つ
の
重
要
封
象
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
回
土
そ
の
も
の
を
各
役
の
封
象
と

四

山
東
に
お
け
る
銀
差
の
成
立

ζ

の
節
で
は
、
前
に
ふ
れ
た
「
門
銀
」
の
成
立
を
中
心
に
、

乙
の
「
門
銀
」
が
所
調
銀
差
で
あ
る
ζ

と
、
即
ち
山
東
で
は
銀
差
が
「
門
銀
」

と
し
て
成
立
し
た
ζ

と
を
明
ら
か
に
し
た
い
。
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前
節
に
お
い
て
、

山
東
で
は
均
格
割
嘗
て
の
封
象
に
人
丁
・
門
の
二
者
が
あ
り
、
隆
慶
年
聞
に
至
る
ま
で
こ
の
二
つ
が
重
要
な
要
素
で
あ
っ
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た
乙
と
を
明
ら
か
に
し
た
。
な
お
そ
の
際
に
、
各
役
の
据
い
手
と
し
て
の
「
丁」

に
課
せ
ら
れ
た
銀
が

「丁
銀
」
に
、

帥

銀
が
「
門
銀
」
に
な
る
こ
と
も
一
腹
指
摘
し
た
が
、
天
下
郡
園
利
病
書

(
以
下
利
病
書
と
略
記
す
る
〉
容
三
十
八
山
東
四
、
擦
問
料
志
賦
役
志
に

三
代
而
後
。
言
賦
法
之
善
者
。
莫
如
唐
之
租
・
庸
・
調
。
園
制
貫
用
之
。
有
国
則
有
租
。
今
之
税
糧
也
。
有
身
則
有
庸
。
今
之
丁
銀
也
。

有
家
則
有
調
。
今
之
門
銀
也
。

「
門
」
に
課
せ
ら
れ
た

回
に
課
せ
ら
れ
る
の
が
挽
糧
で
、
身
H
人
丁
に
課
せ
ら
れ
る
の
が
了
銀
、
家
H
門
に
課
せ
ら
れ
る
の
が
門
銀
だ
と
説
明
し
て
い
る
。

と
こ
で
税
糧

・
丁
銀

・
門
銀
を
説
明
す
る
の
に
、
唐
前
牢
期
の
税
法
で
あ
る
租
庸
調
が
用
い
ら
れ
て
い
る
が
、
と
の
嘗
時
、
華
北
で
は
明
代
の

税
法
を
麿
の
そ
れ
に
除
え
て
説
明
す
る
こ
と
が
一
般
に
行
わ
れ
て
い
た
。
同
様
の
説
明
は
寓
暦
売
州
府
志
単
位
十
五
、
戸
役
士
札
制
に
も
あ
り

と
あ
り
、

古
人
制
賦
之
法
。
租
庸
調
矯
善
。
而
我
朝
用
之
。
所
調
丁
銀
者
。
即
有
身
之
庸
也
。
所
謂
門
銀
者
。
卸
有
家
之
調
也
。
所
調
税
糧
者
。
卸

有
田
之
租
也
。

nu 

噌

E
4

と
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
前
引
の
文
と
全
く
同
じ
論
理
で
あ
る
こ
と

一
讃
し
て
明
白
で
あ
ろ
う
。
こ
の
二
史
料
と
、
前
節
に
あ
げ
た
均
繕
の
封
象

な
お
同
莞
州
府
志
向
傑
に

と
し
て
の
丁

・
門
の
存
在
を
述
べ
た
山
東
経
曾
録
容
八
、
巡
撫
都
御
史
梁
夢
龍
の
文
と
を
比
較
し
、

奮
法
。
編
審
均
籍
。
有
丁
銀
・
門
銀
而
無
地
銀
。
則
以
賀
本
産
業
穏
括
並
論
也
。

そ
れ
ぞ
れ
均
籍
法
に
お
け
る
繕
役
賦
課
の
封
象
で
あ
っ
た
「
丁
」

れ
た
各
役
銀
で
あ
る
こ
と
は
容
易
に
理
解
で
き
る
で
あ
ろ
う
。
郎
ち
径
役
の
銀
納
化
に
伴
っ
て
、
均
各
法
に
お
け
る
「
丁
」
に
賦
課
し
た
銀
が

「
丁
銀
」
と
し
て
、
「
門
」
に
課
し
た
銀
が
「
門
銀
」
と
し
て
成
立
し
た
こ
と
が
明
ら
か
に
な
る
。

丁
銀
・
門
銀
が、

-
「
門
」
に
-
課
せ
ら

と
あ
る
ζ

と
か
ら
考
え
る
な
ら
ば
、

そ
れ
で
は
、
何
時
頃
、
如
何
な
る
経
過
を
た
ど
っ
て
丁
銀

・
門
銀
が
成
立
し
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
成
立
時
期
を
考
え
る
前
に
、
均
各
銀
納
化

の
過
程
か
ら
検
討
し
て
ゆ
き
た
い
。

明
代
、
各
役
銀
納
化
が
先
ず
均
繕
に
お
け
る
銀
差
の
成
立
と
し
て
貫
現
し
た
と
と
は
二
節
に
も
述
べ
た
が
、
均
各
法
の
施
行
か
ら
銀
差
の
成

立
に
至
る
迄
に
は
、
各
役
の
銀
納
化
を
め
ぐ
る
過
程
が
存
在
し
た
と
と
が
山
根
・
岩
見
南
氏
に
よ
り
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
弘

丁
銀

・
門
銀
の



成
立
が
そ
う
し
た
過
程
を
経
た
で
あ
ろ
う
と
と
は
十
分
譲
想
さ
れ
る
が
、
南
者
に
含
ま
れ
る
役
そ
れ
ぞ
れ
に
つ
い
て
検
討
を
加
え
、
丁
銀
・
門

銀
の
成
立
、
特
に
山
東
で
は
そ
の
門
銀
が
銀
差
に
相
賞
す
る
乙
と
を
明
ら
か
に
し
た
い
。

山
東
経
曾
録
容
七
、
均
各
国
革
上
の
冒
頭
に
山
東
に
お
け
る
均
揺
を
説
明
し
て
「
山
東
の
均
籍
、
還
翠
に
暇
あ
ら
ず
、
之
を
遁
志
に
孜
う
白」

と
述
べ
、
先
ず
最
初
に
嘉
靖
山
東
遇
志
の
「
以
戸
出
質
者
」
・
「
以
丁
出
役
者
」
の
二
項
目
を
あ
げ
て
い
る
。
と
の
遁
志
は
嘉
靖
十
二
年
の
序

刊
本
で
、
私
見
の
及
ぶ
限
り
で
は
、
山
東
の
各
役
に
つ
い
て
知
り
う
る
最
も
早
期
の
も
の
で
あ
る
。
今
と
の
遁
志
に
よ
る
に
、
単
位
八
戸
口
の
傑

?と

以
戸
出
賀
者

王
府
粛
郎

一
七
一
人

京
班
司
府
属
柴
薪

て
四
一
八
人

-11-

易
州
廠
柴
夫
弁
木
柴
銀

六
九
、

O
一
一
一
雨

二
銭
八
分
玉
置

鹿
給
庫
子

四
三
一
人

儒
事
粛
・
膳
夫

五

O
四
人

牌
夫

ム
p， 

一
五
七
人

路
夫

二
、
三

O
O人

以
丁
出
役
者

司
府
属
直
堂
弁
接
遁
邑
隷

三
、
三
八
三
人
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庫門
子子

て
八
五
入
人

四
八
一
人
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掃
殿
夫

一
一
一
人

盟
脚
夫

二
六
人

館
夫

一
二
二
人

防
夫

二
三
九
人

弓
兵

て
六
八

O
人

鋪
司
兵

六三
、
九
四
三
人

四
四
四
人

閉

・
溜
夫

携
農
夫

王
、
六
四
八
人

守
口
夫

二
六
九
人

泉
夫

一
六
六
人

-12一

婿
夫

三
七

O
人

主主

人

七
O
四
人

倉
斗
級

五
三
六
人

快
手

二
、
四
二

O
人

有
馬
民
世

六
九

O
人

と
あ
り
、
二
項
目
中
に
含
ま
れ
る
役
目
と
、
そ
の
役
に
嘗
る
人
数
が
記
さ
れ
て
い
る
。

同
様
の
分
類
は
嘉
靖
青
州
府
志
(
四
十
四
年
序
刊
〉
で
も
な
さ
れ
て
い
る
。
今
そ
の
役
目
の
み
を
あ
げ
れ
ば
、
同
書
容
七
、
戸
口
の
僚
に

以
戸
出
賞
者

王
府
粛
郎

京
班
司
府
属
柴
薪

易
州
廠
(
柴
夫
)
弁
木
、柴
銀

車
給
庫
子

儒
撃
怒
川
失

膳
夫



以
丁
出
役
者

司
府
属
直
堂
弁
接
遁
邑
隷

有
馬
快
世

門
子

庫
子

掃
殿
夫

館
夫

民
厨

弓
兵

鋪
司
兵

馬
夫

民
校

禁
子

巡
欄

倉
斗
級

歩

橡
民
世

と
記
さ
れ
て
い
る
。
山
東
遁
志
に
あ
げ
ら
れ
た
役
目
と
比
較
す
れ
ば
、
牌
夫
・
路
夫
を
除
い
て
「
以
戸
出
賀
者
」
の
項
目
中
に
含
ま
れ
る
役
は

登
く
同
種
の
も
の
で
あ
り
、
「
以
丁
出
役
者
」
中
の
役
目
に
若
干
異
聞
が
あ
る
の
み
で
あ
る
。
遁
志
を
み
る
に
、
聾
脚
夫
・
防
夫
・
閑
溜
夫
・

掛
洩
夫
・
守
口
夫
・
塀
夫
・
泉
夫
等
主
と
し
て
運
河
の
防
修
に
閲
す
る
役
は
青
州
府
に
は
割
嘗
て
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
よ
う
で
、
そ
れ
ら
の
役

目
は
従

っ
て
青
州
府
志
に
は
見
出
さ
れ
な
い
。
遁
志
に
は
な
く
、
青
州
府
志
の
方
に
見
出
さ
れ
る
も
の
は
、
民
厨
・
民
枝
・
罵
夫
・
巡
欄
等
で

あ
る
が
、
馬
夫
を
除
い
て
、
と
れ
ら
の
役
は
各
府
別
に
割
嘗
て
ら
れ
た
も
の
の
よ
う
で
、
山
東
で
は
全
省
の
州
鯨
に
一
律
に
課
す
も
の
を
省
涯

と
い
い
、
各
府
の
必
要
に
慮
じ
て
そ
の
所
属
州
聴
に
課
す
も
の
を
府
波
と
い
っ
て
一
躍
分
類
し
て
い
旬
。

制

た
だ
馬
夫
が
遁
志
に
あ
げ
ら
れ
て
い
な
い
の
は
注
意
を
要
す
る
。
遁
志
を
除
く
現
存
の
明
代
山
東
の
各
地
志
は
全
て
と
の
役
目
を
あ
げ
て
お

陣

内
J

、
嘉
靖
青
州
府
志
の
み
「
以
丁
出
役
者
」
の
項
目
中
に
あ
っ
て
、
他
は
全
て
銀
差
中
の
役
に
な
っ
て
い
る
。
馬
夫
が
官
僚
個
人
に
配
属
さ
れ

た
と
い
う
貼
か
ら
考
え
て
も
、
山
東
の
官
僚
が
例
外
で
あ
っ
た
と
は
考
え
ら
れ
な
い
。
さ
ら
に
山
東
経
曾
録
容
七
、
嘉
靖
二
十
七
年
の
記
事
に

同

馬
夫
は
柴
薪
・
務
膳
夫
・
門
子
・
庫
子
・
巴
隷
等
の
役
と
共
に
あ
げ
ら
れ
て
い
る
。
も
っ
と
も
遁
志
が
刊
行
さ
れ
る
以
前
に
は
山
東
で
は
馬
夫

酬

と
い
う
役
が
な
か
っ
た
と
も
考
え
ら
れ
る
が
、
馬
夫
を
官
僚
個
人
に
配
属
さ
せ
る
と
と
が
既
に
洪
武
年
聞
に
規
定
さ
れ
て
い
る
と
と
か
ら
考
え

- 13-

る
な
ら
ば
そ
れ
も
疑
問
に
な
る
。
山
東
に
お
け
る
馬
夫
の
役
に
つ
い
て
は
、
嘉
靖
以
前
に
閲
す
る
限
り
疑
問
と
し
て
一
謄
後
に
残
し
て
お
き
た

し、

以
上
に
述
べ
た
よ
う
に
、
各
府
ご
と
に
若
干
の
相
異
は
あ
る
が
、

乙
と
に
あ
げ
た
二
地
志
の
「
以
戸
出
賞
者
」
・
「
以
丁
出
役
者
」
と
い
う

項
目
中
に
含
ま
れ
る
役
目
の
大
部
分
が
、
従
来
よ
り
代
表
的
な
均
俸
の
役
と
し
て
あ
げ
ら
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
考
え
口
、
そ
れ
ら
の
役
を
山
東

に
お
け
る
均
各
の
役
と
み
な
し
て
い
い
で
あ
ろ
う
。

245 
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均
径
の
役
目
が
一
隆
明
ら
か
に
な
っ
た
と
こ
ろ
で

「
以
戸
出
賞
者
」

-
「
以
丁
出
役
者
」
と
い
う
分
類
に
つ
い
て
考
察
を
加
え
る
ζ

と
に
す

る

こ
の
二
項
目
に
つ
い
て
は
、
「
戸

・
賀
」
と

「
丁
・

役
」
と
い
う
文
字
に
特
に
注
目
し
た
い
。

「
戸
を
以

っ
て
賀
を
出
す
者
」
と
い
う
の
は

「質
」
と
い
う
語
が
使
わ
れ
て
い
る
ζ

と
か
ら
推
し
て
、
恐
ら
く
あ
る
戸
に
課
せ
ら
れ
た
役
を
銀
で
納
め
る
、
即
ち
「
銀
納
の
役
」
と
い
う
こ

と
で
あ
り
、

「
丁
を
以
っ
て
役
を
出
す
者
」
と
は
、
同
じ
く
あ
る
戸
に
課
せ
ら
れ
た
役
に
、

そ
の
戸
内
の
人
丁
が
嘗
る
、
卸
ち
「
貫
際
に
労
務

に
服
す
る
役
」
と
い
う
意
味
に
解
す
る
こ
と
が
出
来
る
。
そ
し
て
遁
志
の

「以
戸
出
賞
者
」
と
い
う
項
目
中
に
は
易
州
廠
柴
夫
弁
木
柴
銀
の
如

く
銀
額
で
記
さ
れ
た
も
の
が
あ
る
こ
と
、
又
京
班
司
府
間
周
柴
薪

・
儒
翠
粛

・
膳
夫

・
王
府
粛
郎
等
の
役
は
明
代
華
北
の
各
地
志
に
徴
し
て
、
そ

闘

の
役
目
が
あ
げ
ら
れ
て
い
る
限
り
全
て
銀
差
に
属
し
て
い
る
ζ

と
も
と
の
推
測
を
成
立
せ
し
め
る
。

「以
戸
出
賞
者
」
卸
ち
「
銀
納
の
役
」
卸

ち
「
銀
差
」
、
「
以
丁
出
役
者
」
即
ち
「
貫
際
に
労
働
力
を
出
す
役
」
即
ち

「力
差
」
と
考
え
て
大
過
な
い
と
思
わ
れ
る
。

と
想
像
さ
れ
る
が
、
私
は
そ
れ
よ
り
も
む
し
ろ
均
揺
が
ζ

の
「
以
戸
出
賞
者
」

自
僅
を
重
-
踊
し
た
い
。
役
目
が
こ
の
二
項
目
に
分
類
さ
れ
る
に
至
っ
た
の
に
は
、
分
類
左
必
要
と
す
る
理
由
が
あ
っ
た
か
ら
で
あ
り
、
均
篠
法

の
施
行
嘗
初
に
お
い
て
は
こ
う
し
た
分
類
の
存
在
し
な
か
っ
た
こ
と
は
山
根
氏
が
明
ら
か
に
さ
れ
た
通
り
で
あ
加
。
と
す
れ
ば
、
と
の
二
項
目

の
分
類
で
「
質
」

・
「
役
」
と
い
う
語
の
持
つ
意
味
は
非
常
に
重
要
な
も
の
と
な
る
。
卸
ち
先
に
も
述
べ
た
如
く
、
そ
こ
に
は
役
の
銀
納
化
を

そ
れ
と
も
従
来
週
り
の

「
力
役
」

か
と
い
う
分
類
の
必
要
が
生
じ
た
た
め
で
あ
っ
て
、

ζ

の
「
以
戸
出
賞
者
」

-
「
以
丁
出
役
者
」
と
い
う
二
項
目
に
分
類
さ
れ
て
い
る
こ
と

-14一

た
だ
ζ

こ
で
、

乙
の
二
項
目
の
「
戸
」

-
「丁

」
に
注
目
す
る
な
ら
ば
、
恐
ら
く
前
者
は
「
門
銀
」
に
、
後
者
は
「
丁
銀
」
に
な
っ
た
も
の

め
ぐ
っ
て
「
銀
納
の
役
」
か
、

-
「
以
丁
出
役
者
」
と
い
う
分
類
が
で
き
た
時
に
は
、
そ
の
前
提
と
し
て
既
に
「
銀
納
」
の
役
が
確
立
し
て
い
た
と
見
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

そ
し
て
そ
の

「
銀
納
」
と
い
う
こ
と
が

「賀
」
と
い
う
語
で
表
現
さ
れ
て
お
り
、
従
来
通
り
の
「
カ
役
」
が

「
役
」

と
い
う
語
で
表
現
さ
れ
た

も
の
と
考
え
る
と
と
が
で
き
る
。
私
が

「
賀
L

-
「
役
」
と
い
う
分
類
を
重
視
す
る
理
由
で
あ
る
。

で
は
こ
う
し
た
分
類
が
何
時
頃
か
ら
で
き
た
の
で
あ
ろ
う
か
、
郎
ち
「
銀
納
の
役
」
が
何
時
頃
成
立
し
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
成
立
時
期
を
知



る
た
め
に
一
躍
「
以
戸
出
賀
者
」
に
含
ま
れ
る
役
そ
れ
ぞ
れ

ρ銀
納
化
の
過
程
を
検
討
す
る
。

先
ず
京
班
司
府
属
柴
薪
で
あ
る
が
、

ζ

れ
は
京
班
、
即
ち
北
京
へ
輪
班
で
遺
る
柴
薪
邑
隷
、
及
び
布
政
司
と
各
府
に
属
す
る
柴
薪
巴
隷
と
い

う
意
味
で
、
布
政
司
に
属
す
る
柴
薪
は
布
政
司
管
下
の
各
官
僚
に
配
属
さ
れ
た
の
で
あ
り
、
府
の
場
合
も
同
様
知
府
管
下
の
同
知
・
遇
判
紘
一
寸
、

及
び
知
州
・
知
鯨
以
下
の
各
官
に
そ
れ
ぞ
れ
の
規
定
数
に
従
っ
て
配
属
さ
れ
向
。

帥

ζ

の
柴
薪
邑
隷
及
び
儒
撃
に
置
か
れ
た
儒
皐
粛
夫
・
膳
夫
の
銀
納
化
の
過
程
に
つ
い
て
は
岩
見
氏
が
詳
し
く
論
じ
て
お
ら
れ
る
の
で
一
躍
氏

の
研
究
に
従
っ
て
お
き
た
い
。
た
だ
菊
夫
が
儒
事
の
教
官
に
規
定
人
数
給
さ
れ
た
と
と
を
一
示
す
例
を
附
け
加
て
お
く
。
山
東
経
曾
録
容
七
、
均

各
国
革
上
、
嘉
靖
二
十
七
年
の
記
事
に

儒
事
務
夫
。
各
府
・
衛
・
州
・
鯨
・
三
氏
教
授
・
皐
正
・
教
諭
・
訓
導
。
毎
員
額
定
粛
夫
武
名
。
毎
名
銀
萱
拾
武
雨
。
週
間
加
銀
萱
雨
。

と
記
載
さ
れ
て
お
り
、
「
毎
員
額
定
二
名
」
と
あ
る
か
ら
、
山
東
で
は
儒
撃
の
各
教
官
に
二
名
の
菊
夫
が
給
せ
ら
れ
た
と
と
が
わ
か
る
。
さ
ら

に
蕎
暦
売
州
府
志
単
位
十
五
、
戸
役
志
、
寧
陽
鯨
の
傑
に

策
夫
。
府
拳
玉
名
。
牒
事
数
議
・
訓
導
二
員
各
二
名
。
毎
名
十
二
雨
。
共
銀
一
百
八
雨
。

と
あ
り
、
そ
の
こ
と
が
確
認
で
き
よ
う
。
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同

以
上
に
述
べ
た
三
種
の
役
が
銀
納
化
さ
れ
た
の
は
ほ
ぼ
弘
治
の
前
牢
頃
と
考
え
て
い
い
よ
う
で
あ
る
。

同

つ
い
で
易
州
廠
柴
夫
で
あ
る
が
、
易
州
山
廠
が
設
置
さ
れ
た
の
は
宣
徳
四
年
の
ζ

と
で
あ
り
、
内
府
で
使
用
す
る
薪
柴
、
木
炭
を
供
給
し

た
。
柴
夫
と
い
う
の
は
、
そ
れ
ら
の
薪
柴
を
と
り
、
炭
含
焼
く
役
夫
の
ζ

と
で
、
政
柴
夫
と
撞
柴
夫
の
こ
種
が
あ
り
、
前
者
は
工
部
管
下
の
易

な
お
欣
柴
夫
は
北
直
隷
の
順
天
・
同
県
定
・
保
定
三
府
と
山
東
・
山
西
二
省
に
安
眠
さ

れ
、
撞
柴
夫
は
北
直
隷
の
異
定
・
保
定
二
府
を
除
く
、
他
の
河
間
・
永
一
?
順
徳
・
大
名
・
慶
卒
・
順
天
六
府
に
課
さ
れ
向
。
従
っ
て
山
東
の

場
合
は
欣
柴
夫
と
い
う
ζ

と
に
な
る
。

政
柴
夫
の
役
の
銀
納
化
が
最
初
に
現
れ
る
の
は
成
化
四
年
の
ζ

と
で
、
高
暦
曾
典
-容
二
百
六
、
工
部
、
政
柴
夫
の
傑
に

州
山
廠
に
属
し
、
後
者
は
内
府
の
惜
薪
司
に
属
し
た
。

， 247 
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成
化
四
年
。
奏
准
。
毎
名
一
季
牧
脚
債
銀
三
雨
。

と
あ
り
、
憲
宗
，貰
録
成
化
九
年
冬
十
月
乙
亥
の
係
、
山
東
巡
撫
牟
俸
が
易
州
山
廠
よ
り
出
す
柴
炭
の
減
克
を
請
う
た
上
奏
文
中
に

姑
以
山
東
一
虚
言
之
。
歳
額
夫
二
高
八
百
八
十
四
人
。
人
徴
質
三
雨
。
共
六
高
二
千
六
百
五
十
二
雨
。

と
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
ζ

こ
に

「
人
ご
と
に
債
三
雨
を
徴
す
」
と
あ
る
の
は
成
化
四
年
の
規
定
通
り
で
、
政
柴
夫
の
役
は
成
化
四
年
の
令
で
殆

ん
ど
銀
納
化
さ
れ
、
質
役
を
克
除
さ
れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

ζ

の
役
も
成
化
二
十
一
年
に
、
毎
名
一

月
に

一
雨
二
銭
を
納
め
て
賞
役
を
克
除
さ
れ
る
こ
と
に

倒

な
り
、
弘
治
元
年
に
は
一
雨
四
銭
に
改
め
ら
れ
た
。
と
れ
で
わ
か
る
よ
う
に
、
柴
夫
の
役
は
成
化
年
聞
に
殆
ん
ど
銀
納
化
さ
れ
た
と
い
い
う

つ
い
で
に
撞
柴
夫
に
つ
い
て
述
べ
る
な
ら
、

る
た
だ
木
柴
銀
が
何
時
頃
成
立
し
た
か
に
つ
い
て
は
不
明
で
あ
る
。

正
徳
十
二
年
新
添
加
の
木
柴
九
百
五
高
五
千
八
百
斤
、
及
び
同
十
四
年
新

岡

添
加
の

二
百
十
高
二
千
四
百
斤
が
、
同
十
六
年
に
折
銀
納
に
な
っ
て
い
る
が
、
ζ
う
し
た
折
銀
が
木
柴
銀
と
呼
ば
れ
た
に
違
い
な
い
。
最
初
の
折

銀
納
化
の
時
期
は
不
明
で
あ
る
が
、
柴
夫
の
銀
納
化
に
伴

っ
て
柴
炭
の
あ
る
部
分
が
銀
納
化
さ
れ
出
し
、

そ
れ
が
木
柴
銀
と
呼
ば
れ
る
よ
う
に

- 16ー

な
っ
た
と
考
え
て
い
い
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

以
上
で
明
ら
か
な
如
く
、
柴
夫
も
柴
薪
邑
隷
や
菊
夫

・
膳
夫
等
と
同
様
に
中
央
の
規
定
に
従
つ

て
銀
納
化
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。王

府
と
い
う
の
は
皇
帝
の
諸
皇
子
及
び
そ
の
子
孫
の
居
邸
で
、
明
代
、
諸
皇
子
は
成
年
に
達
す
る
と
地
方
に
私

そ
こ
に
居
住
し
た
。
た
だ
園
初
に
お
い
て
は
領
地
を
分
輿
さ
れ
な
か
っ
た
の
で
王
園
は
形
成
さ
れ
ず
、
従
っ
て
王
国
と
い
わ

ず
に
王
府
と
い
っ
た
。
も
っ
と
も
後
に
は
様
々
の
機
曾
を
利
用
し
て
次
第
に
慶
大
な
荘
回
を
有
す
る
よ
う
に
な
り
、
大
き
な
祉
曾
問
題
と
な
っ

た
。 つ

い
で
王
府
粛
郎
に
移
る
。

邸
を
輿
え
ら
れ
、

同

さ
て
務
郎
で
あ
る
が
、
こ
れ
に
つ
い
て
は
今
の
所
は
っ
き
り
し
た
と
と
は
わ
か
ら
な
い
。
た
だ
曾
典
に
よ
る
と
、
弘
治
の
聞
に
定
め
ら
れ
た

令
と
し
て



一
。
合
用
築
舞
生
一
百
二
十
名
。
費
時
四
十
名
q

麓
生

一
十
名
。
鋪
排
一
十
名
。
屠
戸
↓
十
名
川
署
士
二
名
。
厨
役
四
名
。
築
工
二
十
七

戸
。
焼
香
道
士
四
名
。
該
布
政
司
。
著
落
附
近
府
州
勝
。
照
例
余
迭
鷹
用
。

と
一
王
府
で
の
種
々
の
役
と
と
も
に
、
そ
の
使
用
人
数
が
規
定
さ
れ
て
い
る
。
粛
郎
と
い
う
名
稽
か
ら
し
て
王
府
の
祭
曜
に
関
係
あ
る
様
々
の

同

仕
事
に
役
使
さ
れ
た
の
で
あ
ろ
ラ
。
な
お
、と
の
役
が
近
隣
の
府
州
廓
に
割
嘗
て
ら
れ
た
こ
と
も
わ
か
る
。
山
東
経
曾
録
容
七
、
均
稽
因
革
上
、

嘉
靖
二
十
七
年
の
記
事
に
ほ

同

帥

王
府
粛
郎
。
魯
府
五
十
玉
名
。
徳
府
四
十
名
。
衡
府
四
十
名
。
毎
名
欽
定
銀
五
雨
。
倶
解
布
政
司
。
轄
謹
該
府
雇
役
。

と
あ
り
、
寸
毎
名
欽
定
銀
五
雨
」
と
記
さ
れ
て
い
る
と
と
よ
り
、
そ
の
人
数
や
納
銀
額
は
中
央
で
定
め
ら
れ
だ
と
考
え
ら
れ
る
が
、
弘
治
以

前
の
規
定
も
、
そ
の
後
の
銀
納
の
規
定
も
今
の
所
不
明
で
あ
る
。
た
だ
同
様
に
王
府
の
使
役
に
つ
い
た
と
思
わ
れ
る
民
校

・
民
厨
ほ
、
前
者
は

帥

正
徳
十
二
年
、
後
者
は
嘉
靖
九
年
に
銀
納
の
規
定
が
あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
納
銀
雇
役
化
し
た
と
思
わ
れ
る
。

嘉
靖
十
二
年
刊
の
山
東
通
志
に
は
粛
郎
の
み
が
役
目
に
あ
げ
ら
れ
、
「
以
戸
出
賞
者
」
中
に
あ
る
こ
と
は
前
に
述
べ
た
。
四
十
四
年
刊
の
育

州
府
志
で
は
、
飛
郎
は
「
以
戸
出
賞
者
」
中
に
、
民
校

・
民
厨
は
「
以
丁
出
役
者
」
中
に
含
ま
れ
て
い
る
。
「
以
戸
出
賞
者
」
と
い
う
項
目
の

役
が
最
初
に
銀
納
化
し
た
役
と
考
え
て
い
い
こ
と
は
前
述
し
た
所
で
あ
り
、
又
後
の
各
地
志
に
は
策
郎
と
と
も
に
、
民
枝
・
民
厨
が
銀
差
中
の

役
目
に
あ
げ
ら
れ
て
い
る
と
と
よ
り
推
測
す
る

ι

な
ら
ば
、
策
郎
の
役
が
、
一
民
校

・
民
厨
よ
り
も
早
く
銀
納
化
さ
れ
た
と
考
え
る
こ
と
も
で
き

る
。
と
す
る
な
ら
ば
、
粛
郎
の
納
銀
化
は
正
徳
十
二
年
以
前
と
い
う
と
と
に
な
る
が
、
と
れ
は
翠
な
る
推
定
に
過
ぎ
な
い
。
た
だ
民
校

・
民
厨

の
銀
納
化
よ
り
考
え
る
な
ら
ば
、
菊
郎
も
正
徳
の
後
牢
頃
に
は
銀
納
化
さ
れ
た
と
考
え
て
い
い
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

と
れ
迄
述
べ
て
来
た
以
外
の
麗
給
庫
子

・
牌
夫

・
路
夫
等
の
役
は
、
そ
の
具
盤
的
内
容
に
つ
い
て
殆
ん
ど
明
ら
か
に
し
得
な
い
の
で
こ
と
に

は
ふ
れ
な
い
こ
と
と
す
る
。
た
だ
牌
夫
・
路
夫
は
騨
俸
に
閲
す
る
役
と
思
わ
れ
る
。
な
お
高
暦
以
後
に
刊
行
さ
れ
た
地
志
に
は
と
の
三
役
は
全

249 

く
見
嘗
ら
ず
、
前
に
述
べ
た
五
種
の
役
を
以
っ
て
「
以
戸
出
賞
者
」
の
中
の
主
要
な
も
の
と
み
な
し
て
お
き
た
い
。

「
以
戸
出
賞
者
」
と
い
う
項
目
中
の
個
々
の
役
の
銀
納
化
過
程
ほ
以
上
の
如
く
で
あ
る
。
乙
れ
を

一
臆
ま
と
め
る
と
、
柴
薪

・
柴
夫

・
儒
事

~ 17-
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菊
夫
・
膳
夫
等
は
弘
治
の
前
半
噴
ま
で
に
は
殆
ん
ど
銀
納
化
さ
れ
て
お
り
、

王
府
粛
郎
は
も
う
少
し
遅
れ
て
正
徳
の
後
牢
頃
に
銀
納
化
さ
れ
た

と
考
え
ら
れ
る
。

以
上
の
よ
う
に
考
え
て
く
る
な
ら
ば

「
以
戸
出
賞
者
」
と
い
う
項
目
が
成
立
し
た
の
は
、
柴
薪
・
柴
夫
・
粛
夫
・
膳
夫
・
菊
郎
等
の
役
の

銀
納
化
が

一
際
そ
ろ
っ
た
正
徳
の
末
頃
と
い
う
ζ

と
に
な
る
が
、
私
は
む
し
ろ
柴
薪
・
柴
夫
・
菊
夫
・
膳
夫
の
四
役
の
銀
納
化
が
そ
ろ
っ
た
少

し
後
の
ζ

と
と
考
え
て
い
い
の
で
は
な
い
か
と
思
う
。
弘
治
の
前
牢
頃
ま
で
に
と
れ
ら
四
役
が
中
央
の
規
定
に
従

っ
て
相
趨
い
で
銀
納
化
さ
れ

た
胸
、
そ
の
首
初
に
お
い
て
は
、
均
籍
中
に
銀
一
納
化
さ
れ
た
も
の
と
、
従
来
週
り
の
力
役
の
も
の
と
が
混
在
し
た
ま
ま
で
あ
っ
た
。
そ
の
後
弘

即
ち
十
六
世
紀
の
初
頭
に

「
銀
納
の
役
」
と
「
カ
役
」

の
も
の
に
分
類
整
理
さ
れ
、

治
の
後
牢
か
ら
正
徳
初
頃
に
か
け
て

こ
こ
に
始
め
て

「
以
戸
出
賞
者
」

-
「
以
丁
出
役
者
」
と
い
う
二
項
目
が
成
立
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
し
て
更
に
そ
の
後
、
正
徳
の
後
牢
頃
に
王
府
粛

郎
と
い
う
役
目
が
「
以
戸
出
賀
者
」
と
い
う
項
目
中
に
加
え
ら
れ
、
他
の
若
干
の
銀
納
化
さ
れ
た
役
を
も
加
え
て
、
嘉
靖
十
年
頃
に
は
今
我
々

。。
唱

i

が
山
東
通
志
に
見
う
る
よ
う
な
蹴
態
に
整
理
分
類
さ
れ
て
来
た
も
の
に
ち
が
い
な
い
。

こ
の
よ
う
に
考
え
る
と
と
が
許
さ
れ
る
な
ら
ば
、
恐
ら
く
正
徳
の
初
め
頃
に
「
以
戸
出
賞
者
」
・
「
以
丁
出
役
者
」
と
い
う
こ
項
の
分
類
が

出
来
た
と
み
な
さ
れ
る
が
、
そ
れ
を
質
聾
す
る
史
料
が
私
見
の
及
ぶ
限
り
で
は
見
出
さ
れ
な
い
。
た
だ
遅
く
と
も
嘉
靖
初
年
頃
に
は
こ
の
分
類

が
出
来
上
っ
て
い
た
と
と
は
、
ほ
ぼ
間
違
い
な
い
と
思
わ
れ
る
。

今
迄
纏
読
し
て
き
た
の
が
「
銀
納
の
役
」
即
ち
「
以
戸
出
賞
者
」
、
従
来
通
り
の
「
力
役
」
即
ち
「
以
丁
出
役
者
」
と
い
う
二
項
目
の
分
類

が
出
来
た
経
過
で
あ
る
。
こ
ζ

で
二
項
目
の
「
戸
」
・
「
丁
」
と
い
う
語
に
注
目
す
る
な
ら
ば
、
前
に
も
一
躍
述
べ
た
よ
う
に
「
以
戸
出
賞
者
」

た
に
違
い
な
く
、

と
い
う
項
目
の
役
の
繕
役
銀
が
後
の
「
門
銀
」
に
、

-
「
丁
銀
」
が
そ
れ
ぞ
れ
均
各
の
封
象
で
あ
っ
た
「
門
」

「
以
丁
出
役
者
」
と
い
う
項
目
に
含
ま
れ
る
役
が
、
後
銀
納
化
さ
れ
て
「
丁
銀
」
に
な
っ

「
門
銀
」

「
丁
」
に
基
礎
を
置
い
て
い
る
こ
と
は
こ
の
節
の
最

初
に
明
ら
か
に
し
た
通
り
で
あ
る
。

-
「
丁
銀
」
と
い
う
名
稽
が
何
時
頃
か
ら
使
用
さ
れ
始
め
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
私
見
の
及
ぶ
限
り
で
は
、
今
の
所
そ
れ
を
明

で
は
「
門
銀
」



示
す
る
史
料
は
な
い
。
銀
納
の
役
を
ま
と
め
た
「
以
戸
出
賞
者
」
と
い
う
項
目
が
成
立
し
た
と
き
を
以
っ
て
、
門
銀
の
貫
質
が
出
来
た
と
は
い

い
得
る
で
あ
ろ
う
が
、
恐
ら
く
そ
れ
と
同
時
に
門
銀
と
い
う
名
稽
が
出
来
た
と
は
思
わ
れ
な
い
。
門
銀
と
い
う
名
稽
は
丁
銀
と
相
封
躍
す
る
名

稽
で
あ
る
か
ら
、
「
門
銀
」
・
「
丁
銀
」
と
い
う
呼
稽
は
同
時
に
出
現
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
と
す
る
な
ら
ば
、
前
記
二
項
目
の
分
類
が

出
来
た
時
に
は
、
門
銀
の
賓
質
は
既
に
存
在
し
て
い
た
こ
と
に
な
る
が
、
丁
銀
は
ま
だ
存
在
し
な
か
っ
た
で
あ
ろ
う
か
ら
、
門
銀

・
丁
銀
は
む

し
ろ
「
以
丁
出
役
者
」
と
い
う
項
目
中
の
役
の
幾
種
目
か
が
銀
納
化
さ
れ
た
後
に
成
立
し
た
と
考
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
で
は
「
以
丁
出
役

者
」
と
い
う
項
目
に
含
ま
れ
る
役
の
銀
納
化
は
何
時
頃
か
ら
始
ま
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
残
念
な
が
ら
こ
れ
に
つ
い
て
も
史
料
は
不
充
分
で
あ

る
が
、
山
東
通
志
に
は
役
の
人
数
が
記
さ
れ
て
い
る
の
み
で
、
一
人
宛
の
納
銀
額
は
一
切
記
さ
れ
て
い
な
い
。
し
か
し
四
十
四
年
刊
の
嘉
靖
育

‘州
府
志
に
は
査
役
目
に
つ
い
て
、
そ
の
人
数
と
共
に
一
人
嘗
り
の
銀
額
が
明
記
さ
れ
て
お
り
、
こ
の
記
載
よ
り
判
断
す
れ
ば
、
嘉
靖
十
年
前
後

で
は
「
以
丁
出
役
者
」
中
の
役
は
未
だ
殆
ん
ど
銀
納
化
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
と
解
さ
れ
る
。
中
に
は
運
河
の
疏
溶
、
修
築
に
関
係
す
る
役
(
閑

同

夫
・
溜
夫
・
掛
浅
夫
・
守
口
夫
・
場
夫
等
)
の
あ
る
も
の
は
銀
納
化
さ
れ
て
い
た
か
も
知
れ
な
い
が
、
大
部
分
は
ま
だ
従
来
週
り
努
役
に
服
す

る
も
の
で
あ
っ
た
ろ
う
。

Q
d
 

噌

E
4

と
の
項
目
に
属
す
る
役
、
即
ち
司
府
属
直
堂
弁
接
遁
邑
隷
・
門
子
・
庫
子
・
館
夫
・
弓
兵
・
禁
子
・
倉
斗
級

y
鋪
兵
・
盤
脚
夫
・
間
夫
・
携

帥

浅
夫
等
の
殆
ん
ど
全
て
の
役
の
銀
納
化
が
確
認
さ
れ
る
の
は
嘉
靖
二
十
七
年
の
と
と
で
あ
る
。
山
東
経
曾
録
轡
七
、
均
各
国
革
上
の
同
年
の
記

事
に

線
理
河
道
・
都
察
院
・
戸
♂
工
分
司
輿
撫
按
武
司
・
兵
備
遣
。
合
用
人
役
。
門
子
毎
名
銀
十
雨
。
芭
隷
毎
名
銀
拾
武
雨
。
二
司
・
運
司
弁

各
府
康
子
・
禁
子
各
拾
武
雨
。
王
府
朝
国
府
長
史
・
運
司
・
府
門
子
毎
名
銀
陸
雨
。
巴
隷
毎
名
銀
出
県
南
武
銭
。
州
豚
門
子
・
邑
隷
毎
名
銀
贈

雨
。
禁
子
毎
名
銀
拾
雨
。
:
:
:
(
中
略
〉
:
:

各
額
門
子
。
巡
撫
都
察
院
韓
名
。
綿
理
河
道
都
察
院
韓
名
。
巡
按
察
院
醇
名
。
戸
部
徳
州
管
糧
分
司
参
名
:
:
:
(
中
略
)
・
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庫
子
。
布
政
司
参
拾
伍
名
。
按
察
司
捌
名
。
盟
運
司
捌
名
。
済
南
府
武
拾
名
。
売
州
府
壷
拾
名
。
東
昌
府
梁
名
。
:
:
:
(
中
略
〉
・
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禁
子
。
布
政
司
司
獄
司
試
拾
名
。
按
察
司
司
獄
司
伍
拾
名
。
盟
運
司
武
名
。
済
南
府
司
獄
司
騨
拾
名
。
:
:
:
(
以
下
略
)
:

と
、
前
に
あ
げ
た
役
回
全
部
に
つ
い
て
、
そ
の
役
の
銀
額
、
及
び
各
官
府
に
割
嘗
て
ら
る
べ
き
人
数
を
詳
細
に
列
翠
し
て
い
る
。
従
っ

て
嘉
靖

二
十
七
年
に
は
「
以
戸
出
賞
者
」

「以
丁
出
役
者
」
の
雨
項
目
の
役
殆
ん
ど
全
て
が
銀
納
化
さ
れ
て
い
た
と
い
え
る
が
、
同
書
同
単
位
の
嘉
靖

十
二
年
の
記
事
に
は

歴
域
防
脚
申
稿
。
嘉
靖
二
十
年
則
例
。
司
・
府
・
運
司
門
・
巴
・
庫
・
禁
。
倶
通
融
波
於
各
府
所
属
州
牒
。
本
鯨
止
有
三
察
院
弁
按
察
司
包

線
共
陸
拾
策
名
。
以
後
均
籍
。
将
五
府
所
属
泰
安

・
卒
陰

・
高
唐
等
州
麻
原
編
庫

・
禁
。
改
編
本
豚
。
布
政
司
庫
子
参
拾
伍
名
。
禁
子
武

拾
名
。
芭
隷
武
拾
策
名
。
按
察
司
庫
子
捌
名
。
禁
子
拾
武
名
。
巴
隷
除
原
有
楽
名
外
。
叉
添
拾
参
名
。
運
司
庫
子
捌
名
。
禁
子
武
名
。
包

耕
騨
名
。
本
府
庫
子
拾
参
名
。
巴
線
武
名
。
以
上
通
添
萱
百
参
拾
捌
名
。
毎
名
銀
拾
試
雨
。
共
添
銀
壷
千
陵
百
伍
拾
陵
商
。

と
あ
り
、
盟
脚
夫
な
ど
は
「
嘉
靖
二
十
三
年
の
則
例
に
よ
り
、
毎
名
銀
四
十
雨
を
加
」
え
た
と
あ
る
か
ら
、

こ
う
し
た
全
面
的
銀
納
化
は
恐
ら

ー20一

く
嘉
靖
二
十
年
前
後
に
は
始
ま
っ
て
い
た
と
考
え
て
い
い
で
あ
ろ
う
。
そ
し
て
雨
項
目
の
役
の
全
面
的
銀
納
化
に
伴

っ
て
「
門
銀
」
・
「
丁
銀
」

「以
丁
出
役
者
」
と
い
う
項
目
中
の
繕
役
銀
が

と
い
う
名
稿
が
出
来
た
、
即
ち
「
以
戸
出
賞
者
」

と
い
う
項
目
中
の
格
役
銀
が
「
門
銀
」
に
、

「
丁
銀
」
と
呼
ば
れ
る
に
至
っ
た
と
考
え
る
の
で
あ
る
。

側

】

Z
』、

?
?
 
ζ

と
で
な
お
考
慮
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
と
は
、
高
暦
以
降
に
刊
行
さ
れ
た
山
東
の
各
地
志
、
及
び
山
東
経
曾
録
も
均
笹
の
分
類

に
は
一
般
的
に
銀
差

・
力
差
と
い
う
諮
を
使
用
し
て
お
り
、
ζ

の
銀
差

・
力
差
と
門
銀

・
丁
銀
と
が
ど
の
よ
う
な
閥
係
に
あ
る
の
か
と
い
う
こ

と
で
あ
る
。

ζ

の
貼
に
闘
し
て
は
、
嘉
靖
年
聞
に
刊
行
さ
れ
た
山
東
遇
志
も
、
育
州
府
志
も
と
も
に
銀
差

・
力
差
と
い
う
語
を
使
っ
て
い
ず
、
山
東
に
お

い
て
、
均
揺
の
分
類
に
銀
差

・
力
差
と
い
う
語
を
用
い
る
こ
と
が
何
時
頃
か
ら
始
ま
っ
た
か
を
明
示
す
る
史
机
に
棋
け
る
。
た
だ
そ
れ
ら
の
閥

山
東
経
曾
録
谷
七
、
均
各
国
革
上
、
嘉
靖
三
十
二
年
の
記
事
、
売
州
・

東
昌
二
府
の
力
差
を
議
し
た
文
中
の
梼
南
府
の
申
文
に

係
に
つ
い
て
、

査
。
徳
州
・

歴
城
上
衣
門

・
丁
銀
雨
。
除
編
銀

・
力
差
外
。
歴
域
剰
聴
差
銀
鼠
千
徐
雨
。
徳
州
剰
聴
差
銀
武
百
壷
拾
策
雨
。

卸
此
所
品跡。



遵
照
審
編
丁
・
門
銀
数
。

除
算
足
銀
・
カ
二
差
外
。

編
有
能

似
亦
足
補
供
臨
之
費
。
合
自
嘉
靖
参
拾
試
年
均
各
局
始
。
行
令
二
州
牒
。

者
。
歴
城
懸
揮
百
武
拾
雨
。
徳
州
参
百
雨
。
添
人
公
用
蜘
内
。
一
瞳
支
用
。

と
記
さ
れ
て
お
り
、
門
・
丁
銀
内
に
お
い
て
銀
差
ー・
力
差
・
聴
差
が
算
定
さ
れ
で
い
た
と
と
が
明
ら
か
と
な
る
。
叉
同
年
の
同
府
申
文
の
別
の

僚
に
も査

。
武
定
上
衣
門
・
丁
銀
。
計
玖
千
陸
百
徐
雨
。
而
銀
・
力
差
銀
。
止
捌
千
参
百
徐
雨
。
尚
宥
徐
剰
銀
壷
千
参
百
徐
雨
。
猫
堪
支
持
。

と
あ
る
。

ζ

れ
に
よ
っ
て
も
銀
差

・
カ
差
が
門

・
丁
銀
内
に
お
い
て
算
定
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
確
か
め
ら
れ
、
徐
剰
銀
は
恐
ら
く
聴
差
銀
と
も

呼
ば
れ
た
の
で
あ
ろ
う
。

以
上
の
こ
と
か
ら
判
断
す
れ
ば
、
山
東
で
は
均
揺
が
門
銀
・
丁
銀
と
し
て
人
民
に
課
せ
ら
れ
、
銀
差
・
力
差
と
し
て
は
課
せ
ら
れ
て
い
な
か

っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
即
ち
一
般
人
民
に
は
門
銀

・
丁
銀
と
し
て
均
俸
が
課
せ
ら
れ
た
の
で
あ
っ
て
、
そ
の
人
民
よ
り
徴
枚
し
た
門
銀

・
丁
銀

を
官
膳
で
そ
れ
ぞ
れ
雇
役
の
給
費
と
し
て
銀
差
銀
・
力
差
銀
に
、
そ
の
他
の
費
用
と
し
て
聴
差
銀
に
算
定
し
た
も
の
に
違
い
な
い
。
そ
し
て
山

東
の
蔦
暦
以
後
の
各
地
志
の
銀
差
中
の
役
目
と
、
遁
志
・
青
州
府
志
の
「
以
戸
出
賞
者
」
と
い
う
項
目
中
の
役
目
と
を
比
較
す
る
と
き
、
前
週

の
柴
薪
邑
隷
・
柴
夫

・
菊
夫

・
膳
夫

・
策
郎
の
五
役
が
一
致
し
て
銀
差
中
に
あ
る
ζ

と
は
、

山
東
に
お
い
て
は

「
以
戸
出
賞
者
」
が
後
に

「門

銀
L

と
な
り
、
そ
れ
が
所
調
銀
差
に
相
嘗
す
る
も
の
と
み
な
す
こ
と
が
で
き
よ
う
。
換
言
す
れ
ば
、
弘
治
末
年
か
ら
正
徳
初
年
に
か
け
て
、
地

域
に
よ
る
多
少
の
年
代
的
ず
れ
を
伴
い
つ
つ
も
、
恐
ら
く
殆
ん
ど
全
園
的
に
行
わ
れ
た
で
あ
ろ
う
均
各
の
銀
納
化
、
即
ち
銀
差
の
成
立
は
、
山

「
以
戸
出
賞
者
」
を
門
銀
に
包
括
さ

τ

せ
る
な
ら
ば
、
山

東
で
は
む
し
ろ
「
以
戸
出
賞
者
」
と
い
う
項
目
名
を
以
っ
て
成
立
し
た
の
で
あ
っ
七
、

東
に
お
い
て
は
銀
差
は
門
銀
と
し
て
成
立
し
た
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
。
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で
は
銀
差

・
力
差
と
い
う
名
稽
が
何
時
頃
か
ら
用
い
ら
れ
た
か
と
い
え
ば
、
門
銀

・
丁
銀

・
銀
差

・
力
差
と
い
う
名
稽
が
最
初
に
史
料
に
現

帥

れ
る
の
は
共
に
嘉
靖
三
十
年
の
ζ

と
で
、
そ
れ
ら
の
闘
係
が
は
っ
き
り
と
わ
か
る
の
は
前
引
の
山
東
経
曾
録
、
嘉
靖
三
十
二
年
の
記
事
で
あ

る
。
史
料
に
現
れ
た
限
り
で
は
、
門
銀
・
丁
銀
・
銀
差
・
カ
差
と
い
う
名
稽
が
同
時
期
に
使
用
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
れ
ら
の
名
稽
が
使
わ
れ
る

- 21ー
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に
至
っ
た
過
程
を
検
討
す
れ
ば
、
前
述
の
如
く
、
先
ず
「
以
戸
出
賞
者
」
と
い
う
項
目
中
の
役
が
正
徳
末
年
頃
に
は
銀
納
化
さ
れ
て
、
と
こ
に

門
銀
の
質
健
が
成
立
し
、
そ
の
後

「
以
丁
出
役
者
」
と
い
う
項
目
中
の
役
の
全
面
的
な
銀
納
化
に
伴
っ
て
丁
銀
が
成
立
、
そ
れ
と
同
時
に
「
以

戸
出
賞
者
」
も
門
銀
と
呼
ば
れ
る
に
至
っ
た
。
そ
れ
が
大
瞳
嘉
靖
二
十
年
前
後
の
こ
と
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
の
問
、
均
各
の
全
面
的
銀
納
化
の

進
行
途
次
、
即
ち
嘉
靖
三
十
年
に
至
る
迄
の
あ
る
時
期
に
、

山
東
に
お
い
て
も
銀
差
・
力
差
と
い
う
項
目
分
類
が
行
わ
れ
る
に
至
っ
た
が
、

こ

の
時
に
は
既
に
均
揺
の
役
は
大
半
が
銀
納
化
さ
れ
て
お
り
、
こ
の
銀
差
・
力
差
と
い
う
項
目
は
官
躍
が
奮
来
の
役
目
を
分
類
、
整
理
す
る
た
め

に
使
っ
た
翠
な
る
名
稽
と
し
て
の
意
味
し
か
持
ち
得
な
か
っ
た
。
本
来
銀
差
・
力
差
と
い
う
項
目
名
が
意
味
し
た
「
銀
納
の
役
」
と
「
貰
際
の

カ
役
」
と
い
う
役
の
内
容
分
類
は
、

山
東
に
お
い
て
は
む
し
ろ

「
以
戸
出
賞
者
」

-
「
以
丁
出
役
者
」
と
い
う
項
目
に
よ
っ
て
示
さ
れ
た
の
で

あ
り
、
役
の
全
面
的
銀
納
化
が
行
わ
れ
た
後
に
は
、
均
繕
の
人
民
へ
の
課
税
は
「
門
銀
」

門
銀
・
丁
銀
の
成
立
嘗
初
に
あ
っ
て
は
、
恐
ら
く
雨
者
と
も
具
瞳
的
な
役
目
を
あ
げ
て
そ
の
役
に
割
嘗
て
ら
れ
た
銀
額
を
徴
牧
さ
れ
た
で
あ
ろ

う。

例
え
ば

「
某
戸
、
門
銀
某
役
幾
雨
。
莱
役
幾
雨
。
:
:
:
共
銀
幾
雨
。
丁
銀
某
役
幾
雨
。
某
役
幾
雨
。
:
:
:
共
銀
幾
南
」
と
い
う
よ
う
に
。

こ
の
場
合
、
均
揺
の
割
首
て
に
は
三
等
九
則
の
戸
則
を
基
準
と
し
た
こ
と
は
一
お
う
ま
で
も
な
い
。
し
か
し
後
に
は
こ
う
し
た
具
瞳
的
な
役
目
宏

あ
げ
て
課
税
す
る
こ
と
は
行
わ
れ
な
く
な
り
、
た
だ
「
某
戸
、
門
銀
幾
雨
。
丁
銀
毎
丁
幾
雨
」
と
い
う
様
に
課
せ
ら
れ
た
。
銀
差
・
力
差
と
い

-
「
丁
銀
」
と
し
て
行
わ
れ
た
の
で
あ
る
。
そ
し
て
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〉
つ
の
は
、

と
れ
に
醸
じ
て
官
躍
で
門
・
丁
銀
を
賦
課
す
る
基
礎
と
な
る
個
々
の
役
を
分
類
整
理
す
る
た
め
に
用
い
ら
れ
た
項
目
名
に
過
ぎ
ず
、

一
躍
「
門
銀
」
リ
「
銀
差
」
、
「
丁
銀
」

H

「
力
差
」
と
い
う
閥
係
は
認
め
ら
れ
る
も
の
の
、
こ
の
時
期
の
山
東
に
お
け
る
銀
差
・
力
差
と
い
う

分
類
は
、
も
早
や
そ
の
分
類
が
嘗
初
に
お
い
て
持
っ
た
よ
う
な
積
極
的
な
意
味
は
持
た
な
く
な
っ
て
い
た
。
そ
れ
よ
り
も
一
篠
鞭
法
と
の
闘
連

を
考
え
る
な
ら
ば
、
個
々
の
役
が
銀
差
・
力
差
に
分
類
整
理
さ
れ
、
そ
れ
が
門
銀
・
丁
銀
と
い
う
二
種
の
各
役
銀
に
統
合
さ
れ
て
来
つ
つ
あ
っ

た
こ
と
こ
そ
重
視
さ
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。

均
揺
が
門
銀
・

T
銀
と
し
て
課
税
さ
れ
る
に
至
っ
た
過
程
は
以
上
に
述
べ
て
来
た
如
く
で
あ
る
が
、
そ
の
課
税
の
貫
際
に
つ
い
て
は
利
病
書

品
位
三
十
九
山
東
玉
、
武
城
鯨
(
東
昌
府
)
志
の
僚
に



査
得
。
附
近
州
照
。
門
・
丁
二
銀
。
奥
編
差
額
数
相
首
。
仙
川
有
不
足
。
毎
門
・
丁
銀
一
雨
。
加
至
八
分
。
多
至
二
一
銭
・
三
四
銭
而
止
。

と
あ
り
、
門
銀
・
丁
銀
は
遁
常
そ
の
州
牒
の
編
差
の
額
、
即
ち
必
要
と
す
る
笹
役
の
銀
額
と
一
致
す
る
よ
う
に
課
せ
ら
れ
た
。
も
し
編
差
の
額

に
比
し
て
門

・
丁
銀
が
不
足
す
れ
ば
、
そ
の
時
は
随
時
加
徴
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

ζ

う
し
た
門
銀
・

丁
銀
の
最
も
整
理
さ
れ
た
形
は
盆
都
蘇

(
青
州
府
)
に
そ
の
例
を
見
出
す
ζ

と
が
出
来
る
。
利
病
書
容
四
十
二
山
東
八
、
盆
都
鯨
志
、
戸
口
の
傑
に
一
篠
鞭
法
筋
行
以
前
の
門
銀

・
丁

銀
の
負
摺
額
を
記
載
し
て
い
る
。
表
記
し
て
次
に
示
す
。

第 E 表

下下下中中中上上上 戸
下中上下中上下中上
戸戸戸戸戸戸戸戸戸 員リ

なな 一四五 六七八九
門しし雨雨雨雨雨雨雨

ーノ、
銭
七

銀
分

/1 /1 /1 /1 /1 /1 気
丁

丁
一一一一
爾爾雨雨

一 三五七 九 一三五七
銭銭銭銭銭銭銭銭銭
九八七六五四三二一

銀
分分分分分分分分分

と
の
例
な
ど
が
恐
ら
く
門
銀
・

丁
銀
の
最
終
的
な
形
を
示
し
て
い
る
も
の
と
考
え

ら
れ
る
。
門
銀

・
丁
銀
の
貫
際
の
型
態
は
と
う
し
た
も
の
で
あ
っ
た
。
な
お
丁
銀
を

課
す
に
嘗
っ
て
も
戸
則
が
考
慮
に
入
れ
ら
れ
て
い
る
こ
と
は
注
意
す
べ
き
で
あ
る
。

以
上
に
述
べ
て
来
た
と
こ
ろ
に
よ
っ
て
、

山
東
に
お
け
る
均
繕
の
銀
納
化
の
過
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程
、
換
言
す
れ
ば
、
門
銀

・
丁
銀
の
成
立
過
程
は
一
躍
明
ら
か
に
し
得
た
と
思
う
。

そ
し
て
そ
の
最
終
的
な
形
の
一
例
と
し
て
盆
都
牒
の
場
合
を
あ
げ
た
の
で
あ
る
が
、

と
の
門
銀

・
丁
銀
も
高
暦
に
入
っ
て
大
き
な
襲
化
を
被
む
る
。
即
ち
門
銀
を
鹿
止

し
、
戸
等
を
無
視
し
て
均
揺
を
直
接
人
丁
と
回
土
に
賦
課
す
る
法
|
具
瞳
的
に
は
新

帥

た
に
地
銀
の
設
定
と
な
る
l
所
調
一
篠
鞭
法
の
施
行
と
な
っ
て
現
出
す
る
。
従
来
一
般
的
に
こ
の
こ
と
を
以
っ
て
山
東
に
お
け
る
一
篠
鞭
法
の

成
立
と
み
な
さ
れ
て
来
た
が
、
山
東
経
曾
録
に
よ
れ
ば
、
既
に
嘉
靖
=
一
十
年
代
に
税
糧
面
の
一
係
鞭
法
が
行
わ
れ
、
隆
慶
年
聞
に
は
各
役
面
の

一
保
鞭
法
も
行
わ
れ
て
い
た
記
載
が
あ
る
。

更
に
そ
の
内
容
も
従
来
考
え
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
貼
を
含
ん
で
い
る
よ
う
で
あ
る
ら
こ
と
に
論

じ
る
だ
け
の
準
備
が
な
い
の
で
た
だ
指
摘
す
る
だ
け
に
止
め
て
と
の
節
を
終
り
た
い
。
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五

山
東
に
お
け
る
銀
差
の
内
容
的
特
徴



前
節
で
は
均
繕
銀
納
化
の
過
程
、
即
ち
門
銀

・
丁
銀
の
成
立
過
程
に
つ
い
て
論
じ
た
。
最
後
に
本
節
で
は
、
山
東
に
お
け
る
所
謂
銀
差
が
筆

中

・
華
南
の
そ
れ
に
比
較
し
て
か
な
り
穎
著
な
特
徴
を
持
っ
て
い
る
ζ

と
を
明
ら
か
に
し
て
お
き
た
い
。

そ
の
特
徴
と
い
う
の
は
、
華
中

・
華
南
地
方
で
は
一
般
に
里
甲
の
負
携
に
な
っ
て
い
る
上
供
物
料
及
び
公
費
の
一
部
が
、

山
東
で
は
銀
差
に

同

編
入
さ
れ
て
い
る
と
い
う
事
賞
で
あ
る
。
そ
の
一
例
と
し
て
披
鯨
(
莱
州
府
)
の
場
合
を
あ
げ
る
。
こ
の
表
に
明
ら
か
な
如
く
、
本
来
の
均
各

の
役
と
、
上
供
物
料

・
公
費
が
銀
差
中
に
混
在
し
て
い
る
。
披
鯨
の
各
役
の
分

同

類
は
、
銀
差

・
力
差

・
里
甲
夫
馬
弁
額

・
雑
二
排
と
な
っ
て
お
り
、
上
供
物
料

を
除
い
て
、
公
費
の
大
部
分
が
そ
の
額

・
雑
ニ
排
中
に
記
載
さ
れ
て
い
る
。
従

東
に
お
い
て
は
部
分
的
で
あ
れ
、
均
各
中
に
編
入
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
注
目
す

同

同

帥

刷

山
東

・
北
直
隷

・
河
南

・
山
西

・
険
西
の
各
省
を
遁
じ
て
一
般
的
に
云
え
る
こ
と
で
、
華

北
の
一
特
徴
と
い
い
う
る
で
あ
ろ
う
。
殊
に
快
西
で
は
と
の
雨
者
が
全
部
銀
差
に
含
ま
れ
て
い
た
よ
う
で
、
公
費
の

一
部
が
里
甲
の
負
措
に
な

同

っ
て
い
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
例
は
高
層
績
朝
巴
鯨
志
の
み
で
あ
る
。
た
だ
公
費
の
大
部
分
が
額
排

・
雑
排
と
し
て
里
甲
の
負
措
に
な
っ

て
い
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第 国 表

差 銀

費 公 |料物供上|役 径

坊放 銀戸 夫馬歩柴
貫 -部 快薪

武銀 鮮賛 -息
君臣 ・ 襖蝋 事野門隷
盤祭 銀銀 夫子
組紀

謄 阜 柴薪長銀 来工
夫 州部 夫隷

銀 郷 街屯 有

飲
料田 鐙庫馬』快

銀
領司

敬懐子・ 手銀料
銀 夫禁

進 子馬
士 組 兵
聖基 部

斗級歩-
人 薬
牌 材 兵

ベ
き
相
違
で
あ
る
。

こ
れ
は
披
鯨
の
み
に
限
ら
ず
、

っ
て
公
費
が
里
甲
の
負
携
に
な
っ
て
い
る
限
り
で
は
華
中

・
華
南
の
場
合
と
臭

な
ら
な
い
が
、

上
供
物
料
の
全
額
と
公
費
の
一
部
が
銀
差
に
含
ま
れ
て
い
る
と

川
品

と
、
換
言
す
れ
ば
華
中

・
華
南
で
は
星
甲
の
負
措
に
な
っ
て
い
る
も
の
が
、
山

る
と
と
か
ら
判
断
す
れ
ば
、
恐
ら
く
銀
差
中
の
そ
れ
ら
も
本
来
は
皇
甲
の
負
携
で
あ
っ
た
も
の
と
解
さ
れ
る
。

し
か
し
上
供
物
料
に
つ
い
て
は
山
東
経
曾
録
容
八
、
均
各
国
革
下
、
嘉
靖
四
十
二
年
の
記
事
に

査
得
。

戸
瞳
工
等
部
料
銀
。
原
係
査
照
州
鯨
里
分
多
少
。
搬
入
均
籍
。
料
銀
漸
加
。
故
均
各
漸
重。

と
あ
り
、
葛
守
誼
の
葛
端
粛
公
集
者
十
五
、
興
委
蒙
泉
中
丞
論
回
賦
に
も

叉
責
蝋

・
柴
炭

・
顔
料
之
廊
。
醤
規
皆
涯
一於
均
揺
。



と
あ
り
、
上
供
物
料
が
本
来
均
揺
に
含
ま
れ
て
い
た
こ
と
を
述
べ
て
い
る
。
そ
し
て
上
供
物
料
及
び
前
述
の
公
費
の
-
部
が
、
門
銀
と
し
て
課

税
さ
れ
た
こ
と
に
つ
い
て
は
山
東
経
曾
録
巻
九
、
均
格
附
録
の
「
今
照
隆
慶
四
年
例
。
嘗
審
編
五
年
六
年
均
繕
」
と
い
う
文
に

何
調
以
門
丁
分
庸
調
。
蓋
調
出
於
家
。
今
之
門
。
印
有
家
之
謂
也
。
均
径
之
中
。
如
料
債
・
木
柴
之
類
。
野
味
・
活
鹿
之
類
。
酔
襖
・
寧

器
之
類
。
軍
前
・
郷
飲
之
類
。
皆
謂
之
調
。
則
皆
於
家
而
征
之
。

と
あ
り
、
そ
の
ζ

と
が
確
認
で
き
る
。
な
お
こ
の
記
載
に
よ
り
、
門
銀
の
内
容
と
銀
差
の
内
容
が
持
ん
ど
共
通
し
て
い
る
こ
と
、
即
ち
門
銀
H

銀
差
と
み
な
し
う
る
と
と
も
確
か
め
ら
れ
よ
う
。

な
お
附
け
加
え
て
、

一同

し
て
お
き
た
い
。

山
東
経
曾
録
容
九
、
均
笹
附
録
の
隆
慶
四
年
、
巡
撫
都
御
史
梁
夢
龍
の
案
聞
の
文
の
う
ち
、
戸
部
の
沓
文
に
引
か
れ
た
吏
科
左
給
事
中
光
の

こ
う
し
た
上
供
物
料
が
嘉
靖
三
十
年
以
後
、

回
賦
(
田
土
)
に
繰
入
れ
て
課
税
さ
れ
る
と
と
に
な
っ
た
黙
を
明
ら
か
に

嘉
靖
参
拾
年
以
後
。
禾
奉
題
准
明
例
。
不
知
何
故
偶
費
而
矯
一
篠
鞭
法
。
無
復
斗
升
之
数
倉
口
之
別
。
歳
歳
不
向
。
則
雄
官
府
。
亦
不
能

織
悉
査
算
。
小
民
何
従
知
之
。
旦
叉
責
蝋
・
柴
炭
・
顔
料
之
属
。
奮
規
皆
派
於
均
籍
。
逐
末
者
亦
躍
有
分
。
今
入
田
賦
中
。
富
商
大
買
。

-25-

篠
陳
内
の
一
款
に

脱
然
無
輿
。
而
農
家
之
苦
。
叉
増
一
倍
突
。

と
あ
り
、
嘉
靖
三
十
年
以
後
、
責
蝋
・
柴
炭
・
顔
料
等
の
上
供
物
料
が
回
賦
中
に
繰
入
れ
ら
れ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
更
に
同
書
巻
八
、
均
各
国

革
下
の
嘉
靖
四
十
二
年
の
撫
院
の
案
議
に

嘉
靖
嬉
拾
嵐
年
。
復
嘗
審
編
之
期
。
叉
行
該
司
。
再
加
議
慮
。
輔
行
委
官
酌
議
呈
允
。
始
終
料
慣
・
木
柴
・
柴
炭
。
提
出
均
徳
之
外
。
准

於
地
畝
内
障
夏
税
帯
徴
。
葉
以
少
寛
各
民
。
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と
あ
り
、
同
様
の
措
置
が
嘉
靖
四
十
二
年
に
も
行
わ
れ
た
。
前
引
の
文
で
は
上
供
物
料
を
回
賦
に
繰
入
れ
る
こ
と
は
農
民
の
負
措
を
増
加
さ
せ

る
と
し
て
非
難
さ
れ
て
い
る
が
、
と
の
文
で
は
む
し
ろ
農
民
の
負
携
を
軽
減
す
る
た
め
と
さ
れ
て
い
る
。
と
の
貼
に
闘
し
て
大
き
な
論
議
の
あ



っ
た
こ
と
、

叉
ζ

の
よ
う
な
均
揺
の
一
部
を
田
賦
或
い
は
国
土
に
繰
入
れ
て
課
税
す
る
こ
と
は
、
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山
東
巡
撫
梁
の
「
成
法
に
の
遜
し
て
均
各
に

編
還
」
せ
よ
と
い
う
指
示
に
よ
り
隆
慶
五
年
以
後
中
止
に
な
っ
た
こ
と
は
三
節
に
於
て
指
摘
し
た
。
と
も
あ
れ
、
華
南

・
華
中
で
は
一
般
に
里

甲
の
負
摺
に
な
っ

て
い

る
上
供
物
料

・
公
費
が
華
北
で
は
均
籍
中
に
含
ま
れ
、
銀
納
化
さ
れ
た
後
で
は
、
銀
差
に
含
ま
れ
て
い
る
乙
と
は
注
目

す
べ
き
相
違
貼
で
あ
る
。

....... 
J、
む

す

び

不
十
分
な
が
ら
従
来
徐
り
と
り
あ
げ
ら
れ
る
こ
と
の
な
か
っ
た
華
北
の
均
揺
に
つ
い
て
、

山
東
を
中
心
に
論
じ
て
来
た
。
そ
の
銀
納

化
が
門
銀
の
前
身
た
る

一
類
の
「
以
戸
出
賞
者
」
と
い
う
項
目
の
成
立
か
ら
出
費
し
た
と
と
、
即
ち
と
の

「
以
戸
出
賞
者
」
を
も
門
銀
と
み
な

山
東
で
は
所
謂
銀
差
が
門
銀
と
し
て
成
立
し
た
ζ

と
は
ほ
ぼ
明
ら
か
に
し
得
た
と
思
う
。
そ
れ
に
従
来
、
全
国
的
に
均
繕
が
銀
差

以
上
、

す
な
ら
ば
、

-
力
差
と
し
て
課
税
さ
れ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
て
い
た
が
、
山
東
で
は
む
し
ろ
銀
差
・
力
差
は
前
面
に
出
て
来
、ず
、
門
銀

・
丁
銀
と
し
て
課
税
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さ
れ
て

い
た
ζ

と、

叉
華
中

・
華
南
地
方
で
は
一
般
に
里
甲
の
負
婚
に
な
っ
て
い
る
上
供
物
料

・
公
費
の

一
部
が
華
北
、
特
に
山
東
に
お
い
て

は
均
笹
の
中
に
編
入
さ
れ
て
い
る
貼
な
ど
、
均
各
そ
れ
自
瞳
に
地
方
的
な
特
徴
が
認
め
ら
れ
る
。
さ
ら
に
均
繕
の
課
税
基
準
で
あ
る
戸
等
の
決

定
因
子
と
し
て
、

筆
中

・
華
南
で
は
国
土
の
重
視
が
明
瞭
で
あ
る
の
に
封
し

華
北
、
就
中
山
東
で
は
人
丁
と
と
も
に
「
門
」
リ

「
戸
の
財

団
土
は
む
し
ろ
「
戸
の
財
産
」
の
一
部
と
し
て
の
み
評
債
さ
れ
た
。
と
の
人
丁
・
門
重
視
の
傾
向
は
、
後
こ
の
雨
者
を
均

産
」
が
重
覗
さ
れ
、

各
課
税
の
封
象
と
す
る
門
銀

・
丁
銀
と
し
て
確
定
し
た
と
と
も
見
逃
し
え
な
い
貼
で
あ
る
。

た
だ
本
稿
は
山
東
と
い
う
一
地
方
的
研
究
に
過
ぎ
ず
、
史
料
的
に
も
非
常
に
不
充
分
な
も
の
と
な
っ
て
し
ま
っ
た
。
と
ζ

に
述
べ
た
二
三
の

帥

地
方
的
特
徴
が
、
一
係
鞭
法
を
中
心
と
す
る
明
末
の
動
き
と
基
本
的
に
如
何
に
関
係
す
る
か
に
つ
い
て
も
嘗
然
論
及
す
べ
き
で
あ
ろ
う
と
思
わ

同

同

れ
る
が
、
最
近
山
崎
武
治
氏
、
藤
井
宏
氏
ら
の
貴
重
な
労
作
が
費
表
さ
れ
、
加
え
て
山
東
経
曾
録
な
る
重
要
史
料
が
紹
介
さ
れ
よ
う
と
す
る
矢

先
き
で
も
あ
り
、
小
生
の
不
充
分
な
準
備
を
以
っ
て
論
ず
べ
き
問
題
で
は
な
い
。
乙
の
貼
に
闘
し
て
は
今
後
の
課
題
と
し
た
い
。
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①註

塁
甲
制
K
関
す
る
主
な
研
究
に
は
次
の
よ
う
な
も
の
が
あ
る
。

岩
見
宏
「
明
代
地
方
財
政
の
一
考
察
」
(
研
究
三
)

小
畑
龍
雄
「
明
初
の
地
方
制
度
と
里
甲
制
」
(
人
文
科
拳
一
の
四
)
、
「
江

南
に
お
け
る
軍
一甲
の
編
成
に
つ
い
て
」
(
史
林
三
九
の
二
)
、
「
掘
削
江
海

堕
懸
の
皇
甲
」
(
(
東
方
事
報
京
都
一
八
〉
、
「
明
代
郷
村
の
教
化
と
裁

剣
」
(
東
洋
史
研
究
一
一
の
五
・
六
)
、
「
明
代
極
初
の
老
人
制
」
(
山

口
大
事
文
事
曾
誌
一
)
、
「
里
甲
編
成
に
関
す
る
諸
問
題
」
(
山
口
大
事

文
事
曾
誌
九
の
一
)

栗
林
宣
夫
「
里
甲
銀
に
関
す
る
考
察
」
(
東
洋
史
皐
論
集
二
)
、
「
明
代

後
期
の
農
村
と
里
甲
制
」
(
東
洋
史
皐
論
集
四
)

清
水
泰
次
「
明
初
の
民
政
」
(
東
洋
史
研
究
二
ニ
の
=
一
)

清
水
盛
光
「
中
園
の
郷
村
統
治
と
村
落
」
(
枇
曾
構
成
史
大
系
ニ
)

松
本
善
海
「
支
那
地
方
自
治
愛
逮
史
明
代
」
、
「
明
代
に
於
げ
る
里
制
の

創
立
」
(
東
方
事
報
東
京
一
二
の
一
)

山
根
幸
夫
「
明
代
史
長
の
職
責
に
閲
す
る

一
考
察
」
(
東
方
皐
三
)
、

「
丁
料
と
綱
銀
L

(

和
田
博
士
古
稀
記
念
東
洋
史
論
叢
)

山
根
幸
夫
「
十
五
・
六
世
紀
中
国
に
お
け
る
賦
役
労
働
制
の
改
革
l
均

値
商
法
を
中
心
と
し
て
1

」
(
史
事
雑
誌
六

O
の

一
一
)

岩
見
宏
「
銀
差
の
成
立
を
め
ぐ
っ
て

i
明
代
径
役
の
銀
納
ル
刊
に
関
す
る

一
問
題

l
」
(
史
林
四

O
の
五
)

ζ

れ
ら
の
外
に
館
市
役
研
究
の
早
い
も
の
と
し
て
次
の
よ
う
な
も
の
が

あ
る
。

清
水
泰
次
「
明
代
に
於
け
る
役
法
の
曲
変
遷
」
(
史
観
八
)
、
「
明
代
の
税

・
役
と
詑
寄
」
(
東
洋
皐
報
一
七
の
三
・
四
)
、
前
掲
和
田
清
編
「
支
那

② ③ 

① 

地
方
自
治
愛
達
史
明
代
」

こ
の
節
は
主
と
し
て
前
掲
註
②
山
根
論
文
、
同
じ
〈
註
③
岩
見
論
文
、

同
「
支
那
地
方
自
治
後
遺
史
」
明
代
の
第
三
節
「
戸
籍
法
の
整
備
と
里

甲
制
」
、
第
四
節
「
銀
の
流
通
と
一
様
鞭
法
」
等
に
よ
っ
た
。

ζ

の
外

「
明
史
食
貨
志
誇
註
」
役
法
の
項
を
参
照
し
た
。

「
錬
寡
孤
濁
に
し
て
、
役
に
た
え
ぎ
る
者
」
で
あ
っ
て
、
一
里
一
百
十

戸
の
外
に
お
い
て
、
乙
れ
を
「
崎
零
戸
」
と
名
づ
け
た
。
な
お
賦
役
糞

冊
編
造
に
闘
し
て
は
太
旭
寅
録
洪
武
十
四
年
正
月
の
係
、
同
洪
武
二
十

三
年
八
月
丙
寅
の
僚
に
詳
し
い
。

戸
則
が
制
定
さ
れ
た
の
は
洪
武
十
八
年
の
乙
と
(
太
租
貫
録
周
年
正
月

己
卯
の
篠
)
で
あ
る
が
、
そ
の
時
既
に
「
三
等
九
則
」
に
な
っ
て
い
た

か
ど
う
か
は
不
明
で
あ
る
。
し
か
し
九
等
の
戸
則
が
相
嘗
早
く
か
ら
存

在
し
た
こ
と
は
前
掲
註
②
の
山
根
論
文
四
六
頁
に
指
摘
さ
れ
て
い
る
。

雑
役
の
分
類
は
山
根
氏
の
研
究
に
よ
っ
た
。
前
掲
山
根
論
文
四
七
頁
参

照。均
倍
前
法
の
研
究
と
し
て
は
前
掲
山
綬
論
文
が
最
も
包
括
的
な
も
の
で
あ

る
。
均
倍
情
法
に
闘
し
て
は
全
て
氏
の
研
究
に
よ
っ
た
。

明
代
中
期
に
お
い
て
、
傍
役
が
里
申
正
役
と
と
も
に
、
一
般
的
に
は

「
四
差
」
に
分
類
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
れ
も
地
方
に
よ
っ
て
か
な
り
相

還
が
あ
る
。
特
に
華
北
で
は
窮
俸
の
役
の
一
部
ゃ
、
民
社
が
均
径
に
含

ま
れ
て
い
る
場
合
が
多
く
必
ず
し
も
「
四
差
」
に
な
っ
て
い
な
い
。

猶
、
民
妊
に
つ
い
て
三
盲
目
す
れ
ば
、
そ
の
設
置
は
普
通
に
は
正
徳
十

四
年
と
さ
れ
て
い
る
が
、
地
方
的
に
は
そ
れ
よ
り
早
く
民
枇
を
募
集
し

た
例
が
あ
る
。
佐
伯
富
「
明
諸
問
時
代
の
民
社
に
つ
い
て
」
(
東
洋
史
研

究
一
五
の
四
)
参
照
。
そ
の
後
嘉
靖
に
入
っ
て
「
民
兵
」
と
い
う
も
の

， ， 

③ ③ ⑦ 
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が
徴
募
さ
れ
る
が
、
乙
れ
は
一
感
従
来
の
民
枇
と
は
医
別
す
べ
き
も
の

の
よ
う
で
あ
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
岩
見
宏
「
明
代
の
民
批
と
北
進
防

衛
」
(
東
洋
史
研
究
一

九
の
二
)
参
照
。

金
花
銀
に
闘
し
て
は
次
の
よ
う
な
研
究
が
あ
る
。

清
水
泰
次
「
明
代
に
お
け
る
租
税
銀
納
の
護
迷
」
(
東
洋
翠
報
二
二
の

三
)
、
「
中
関
近
世
一
位
曾
経
澱
史
、

第
三
章
折
納
」
(
酉
野
番
庖
)
、

堀

井
一
雄
「
金
花
銀
の
展
開
」
(
東
洋
史
研
究
五
の
二
)

各
地
方
で
の
均
篠
法
の
施
行
年
代
に
つ
い
て
は
前
掲
山
根
論
文
五

Oー

五
一
頁
参
照
。

均
後
法
に
お
い
て
三
等
九
則
の
戸
則
に
従
っ
て
絡
役
が
課
せ
ら
れ
た
こ

と
は
山
根
氏
も
指
摘
し
て
お
ら
れ
る
(
前
掲
論
文
五
二
貝
)
。

ま
た
穀

城
山
館
文
集
谷
三
四
、
間
関
蜘
開
墾
宋
公
論
賦
役
替
に
も
「
結
問
時
、
門

・
丁

均
径
は
分
ち
て
九
則
と
潟
す
e

・
:
・
」
と
あ
り
、
叉
後
出
二

三
頁
の
門

銀
・
丁
銀
の
課
税
額
の
表
で
も
三
等
九
則
の
戸
則
に
よ
り
税
額
が
決
定

さ
れ
て
い
る
貼
か
ら
、
均
絡
仰
に
基
づ
く
「
九
則
の
法
」
で
あ
る
こ
と

明
ら
か
で
あ
ろ
う
。
な
お
明
史
容

一
六
二
に
感
頗
仰
が
あ
る
。

前
掲
山
根
論
文
五

O
頁
参
照
。

岡
山
線
論
文
五
一
頁
。

藤
井
宏
「

一
係
鞭
法
の
一
側
商
」
(
和
国
防
士
還
暦
記
念
東
洋
史
論
議
)

参
照
。

山
東
側
岨
曾
録
は
隆
雌
五
年
、
山
東
布
政
司
に
よ
り
編
纂
刊
行
さ
れ
た
も

の
で
あ
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
近
く
岩
見
氏
が
紹
介
さ
れ
る
は
ず
で
あ

る
。
抽畑
、
岩
見
氏
か
ら
乙
の
審
物
の
貴
重
な
る
ネ
ガ
を
奔
借
、
使
用
さ

せ
て
い
た
だ
い
た
。
特
に
と
乙
に
記
し
て
感
謝
の
意
を
表
し
た
い
。

子
恨
行
に
つ

い
て
は
明
史
翁
ニ
一
七
に
仰
が
あ
る
。
山
東
東
阿
蘇
の
人、

⑪ ⑫ ⑬ ⑬⑬  ⑬ @ 
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隆
康
二
年
の
進
士
、
高
謄
十
七
年
よ
り
十
九
年
迄
礎
部
侍
番
。
同
三
五

年
卒
す
。

殺
城
山
館
文
集
中
の
こ
の
文
は
、
明
督
撫
年
表
に
よ
れ
ば
、
宋
公
と

い
う
の
は
宋
態
昌
に
違
い
な
く
、
彼
が
山
東
巡
撫
で
あ
っ
た
の
は
、
寓

暦
十
七
年
よ
り
二
十
年
の
間
で
あ
る
か
ら
、
恐
ら
く
乙
の
頃
に
替
か
れ

た
も
の
に
速
い
な
い
。

前
掲
註
⑬
論
文
五
八
二
|
五
八
三
頁
。
梁
方
仲
「
一
傑
鞭
法
」
(
中
国

近
代
経
済
史
研
究
集
刊
四
の
ご
二

O
頁
参
照
。

前
掲
藤
弁
論
文
五
八
三
頁
参
照
。

料
債
銀
と
い
う
の
は
上
供
物
料
の
銀
納
化
さ
れ
た
も
の
の
乙
と
で
あ
る

が
、
乙
れ
は
華
中
・
華
南
地
方
で
は
普
通
は
里
長
・
甲
首
の
負
掘
に
な

っ
て
い
た
。
但
し
華
北
で
は
む
し
ろ
均
径
の
銀
差
の
中
に
公
費
と
共
に

含
ま
れ
て
い
る
の
が
普
通
で
あ
る
。
ζ

の
貼
に
つ
い
て
は
第
五
節
で
述

べ
る
。
な
お
上
供
物
料
・
公
曲
目
に
つ
い
て
は
山
根
幸
夫
「
明
代
皇
長
の

職
責
に
闘
す
る
一
考
察
」
(
東
方
感
三
)
、
「
丁
料
と
綱
銀
」

(
和
田
博
士

古
稀
記
念
論
議
)
。
岩
見
宏
「
明
代
地
方
財
政
の

-
考
察
」
(
研
究
三
)
。

栗
林
宣
夫
「
里
甲
銀
に
閲
す
る
考
察
」
(
東
洋
史
謬
論
集
二
)
等
参
照
。

こ
の
鮎
花
関
し
て
は
第
五
節
の
後
半
部
参
照
。

穆
宗
貫
録
隆
盛
岡
年
八
月
丙
午
の
肱
慨
に
、
山
東
巡
撫
梁
夢
総
等
が
賦
役

三
事
を
上
奏
し
た
文
中
、

一
。
正
均
篠
原
編
之
規
。
言
。
料
債
銀
五
高
三
千
徐
雨
。
乃
均
徳
正

額
。
今
汲
入
地
畝
。
偏
累
燦
家
。
掲
荒
流
従
。
:
:
・
亦
宜
的
復
編
選

均
待
。
各
州
豚
如
鍛
徴
解
。

と
あ
り
、
戸
部
の
覆
奏
を
へ
て
採
可
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
貫
録
の
原
文

が
山
東
経
曾
鍛
の
記
事
だ
と
思
わ
れ
る
。

叩

ω
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⑧⑧  

利
病
香
は
圃
書
集
成
局
本
壱
使
用
、
四
部
議
刊
末
を
併
せ
参
照
し
た
。

こ
の
文
は
二
慨
鞭
法
を
論
じ
た
も
の
で
、
殺
城
山
館
文
集
袋
三
四
、
輿

撫
牽
朱
公
論
賦
役
書
と
全
く
同
内
容
で
あ
り
、
字
句
に
多
少
の
異
同
が

あ
る
の
み
で
あ
る
。

前
掲
註
②
山
根
論
文
、
同
註
③
岩
見
論
文
。

山
東
経
曾
録
容
七
、
均
値
前
回
胤
革
上
、
嘉
矯
三
十
七
年
の
記
事
に

其
品
回
融
肺
線
銀
。
及
撫
按

・
河
道

・
都
察
院

・
戸
工
分
司
官
。
皆
奉
使

而
来
。
布
按
武
司

'
盟
運
司
官
。
皆
盛
岡
登
省
而
設
。
合
用
柴
薪
・
馬

夫

・
門
・
阜
・
庫
子

・
禁
子
・
胸
夫
之
類
。
掛
回
以
萱
省
州
師
脚
。
酌
量

大
小
均
波
。
謂
之
省
波
。
各
府
輿
府
待
感
。
合
用
柴
薪
・
馬
夫

・
阿・

息
・
摩
子

・
禁
子

・
郡
阿
謄
夫
奥
夫
境
内
騨
遜
所
用
館
・
庫
・
防
止
〈
。

皆
供
萱
府
之
用
。
玉
府
合
用
祷
郎
・
民
校

・
民
厨
・
薬
材
。
皆
取
於

分
封
之
郡
。
水
夫
・
路
夫
・
泉
夫
。
自
由
民
治
大
。
・
-
此
皆
竣
各
府

所
属
州
豚
酌
量
大
小
均
源
。
謂
之
府
波
。

と
説
明
さ
れ
て
い
る
。

馬
夫
に
つ
い
で
は
、
前
掲
岩
見
論
文
六
↓
頁
に
よ
っ
た
。

第
一
表
参
照
。

前
掲
註
⑧
参
照
。

前
掲
岩
見
論
文
六
-
頁
参
照
。

高
暦
曾
典
倉
二

O
戸
部
賦
役
、
洪
武
二
十
四
年
の
令
。
太
租
貫
録
洪
武

二
十
四
年
五
月
丁
亥
朔
の
傑
参
照
。

前
掲
岩
見
論
文
五
八
頁
、
岡
山
根
論
文
四
七
|
四
八
頁
参
照。

第
一
表
参
照
。

前
掲
山
線
論
文
五
二

l
五
七
頁
参
照
。

山
東
経
曾
録
倉
七
、
均
信
市
因
革
上
、
嘉
靖
二
十
七
年
の
記
事
。
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柴
霧
車
隷
に
つ
い
て
は
前
掲
岩
見
論
文
五
人
|
六
一
頁
参
照
J

祷
夫

・

勝
夫
に
つ
い
て
も
同
六
二
頁
に
詳
し
い
。

前
掲
岩
見
論
文
六
三
頁
参
照
。

易
州
山
廠
に
つ
い
て
は
明
史
容
八
二
食
貨
志
、
柴
炭
の
項
、
聞
各
七
三

職
官
志
、
工
部
の
提
督
易
州
山
廠
の
項
、
及
び
高
暦
曾
奥
谷
三

O
五
柴

炭
等
に
よ
っ
た
。

玖
柴
夫

・
撞
柴
夫
に
つ
い
で
は
世
間
麿
曾
曲
円
単
位
二

O
六
、
工
部
二
六
の
そ

れ
ぞ
れ
の
項
に
よ
っ
た
。

高
暦
曾
典
各
二

O
六
工
部
三
六
の
撞
柴
夫
の
係
。

前
掲
同
書
名
ニ

O
五
工
部
二
五
、
柴
炭
の
各
街
門
年
例
柴
炭
の
係
、
及

び
武
宗
賢
録
正
徳
十
二
年
十
二
月
戊
午
の
係
。

王
府
に
つ
い
て
は
布
目
湖
沼
「
明
靭
の
諸
王
政
策
と
そ
の
影
響
」
(
史

率
雑
誌
五
五
の
三

・
四
・
五
)
に
詳
し
い
。
簡
箪
に
は
世
界
歴
史
僻
典

(
卒
凡
吐
)
の
明
代
「
貴
族
と
官
僚
」
の
項
、
加
藤
繁
「
中
国
の
社
曾
」

(
東
洋
思
潮
↓
四
所
枚
)
等
が
あ
る
。

官
同
暦
曾
曲
内
容
五
六
趨
部

一
四
、
王
国
趨
ニ
。

利
病
香
容
六
一
侠
西
七
、
卒
涼
府
士
山
筏
役
に
「
日
養
牲
戸
。

日
幾
舞

生
。
日
務
郎
。
奉
王
祭
也
」
と
あ
る
。

魯
府
は
太
租
の
第
十
子
荒
王
檀
の
玉
府
。
洪
武
三
年
山
東
究
州
府
に
就

藩
、
子
孫
が
受
縫
い
だ
。
明
史
容

-
O
て
諸
王
表
二
参
照
。

徳
府
は
英
宗
の
第
二
子
荘
玉
見
憐
の
王
府
。
成
化
三
年
山
東
済
南
府
に

就
藩
。
予
孫
が
受
縫
い
だ
。
明
史
容
一

O
四
、
諸
王
表
五
参
照
。

衡
府
は
憲
宗
の
第
七
子
恭
王
一
蹴
樟
の
王
府
。
弘
治
十
三
年
山
東
青
州
府

に
就
藩
、
子
孫
が
受
縫
い
だ
。
明
史
谷

一
O
四、

諸
王
表
五
参
照
。

玉
府
民
校
に
つ
い
て
は
高
暦
曾
典
出
世
一
四
四
兵
部
二
七
、
王
府
校
尉
の

-29-
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傑
参
照
。

民
厨
に
つ
い
て
は
同
省
袋

一一

六
離
部
七
四
、
王
山
川
県
勝
厨
役
の
僚
に

よ
っ
た
。

明
代
王
府
が
置
か
れ
た
の
は
殆
ん
ど
華
北
の
地
で
ゐ
っ
た
か
ら
、
華

北
で
は
王
府
祷
郎
・
民
校
・
民
厨
の
三
役
は
均
値
慣
内
の
主
要
な
役
目
に

な
っ
て
お
り
、
後
に
は
銀
差
内
の
役
と
な
っ
た
。

均
値
聞
の
銀
納
化
、
卸
ら
銀
差
の
成
立
に
つ
い
て
は
本
文
二
節
で
佃
刷
れ
た

が、

山
摂
氏
の
見
解
と
岩
見
氏
の
見
解
の
聞
に
本
質
的
な
貼
で
か
な
り

大
き
な
相
違
が
あ
る
。

山
根
氏
は
そ
の
成
立
に
つ
い

て
、
代
役
制
、
貼
戸
の
出
銀
、
或
い
は

滋
差
と
い
っ
た
均
筏
法
そ
れ
自
値
に
銀
納
化
す
る
内
的
契
機
の
あ
っ
た

こ
と
、
及
び
外
的
契
機
と
し
て
力
役
よ
り
も
銀
納
の
方
が
人
民
に
と
っ

て
容
易
で
あ
っ
た
、
卸
ち
銀
納
化
が
負
抱
軽
減
と
な
っ
た
と
い
う
枇
曾

政
策
的
意
味
、
そ
れ
に
弘
治
・
正
徳
年
聞
に
は
既
に
田
賦
の
銀
納
化
が

全
図
的
に
普
及
し
て
い
た
と
い
う
係
件
。
そ
れ
ら
の
内
的
契
機
と
外
的

契
機
と
を
明
ら
か
に
さ
れ
た
。
な
お
、
銀
差
・
力
差
の
医
別
に
つ
い
て

も
、
逮
役
か
ら
銀
納
化
さ
れ
た
こ
と
、
叉
よ
り
軽
微
な
役
か
ら
銀
差
に

改
め
ら
れ
て
い
っ
た
貼
、
総
じ
て
絡
役
そ
れ
自
身
の
性
質
を
霊
前
文
観
さ

れ
て
い
る
。

ζ

れ
に
封
し
て
岩
見
氏
は
、
崎
南#新
由
も
隷
・
馬
夫
・
狩
夫
・
勝
夫
の
四

役
を
銀
差
中
の
代
表
的
な
も
の
と
し
て
と
り
あ
げ
、
そ
れ
ぞ
れ
の
役
の

銀
納
化
の
過
程
を
検
討
さ
れ
た
結
果
、
官
僚
の
銀
民
封
す
る
欲
求
が
こ

れ
ら
の
役
を
銀
納
化
さ
せ
た
も
の
で
、
中
央
の
命
令
に
よ
っ
て
一

律
に

銀
納
化
さ
れ
た
乙
と
、
従
っ
て
銀
差
の
成
立
に
闘
し
て
は
山
根
氏
の
云

わ
れ
る
内
的
契
機
も
、
外
的
契
機
と
し
て
の
批
曾
政
策
的
意
味
も
認
め

難
い
と
さ
れ
た
。
叉
銀
差
・
力
差
の
匡
別
も
、
役
の
軽
重
ゃ
、
遠
近
が

基
準
と
は
な
り
得
な
い
こ
と
を
主
張
さ
れ
て
い
る
。

岩
見
氏
の
あ
げ
ら
れ
た
囚
役
、
及
び
私
が
華
北
の
場
合
と
し
て
こ
こ

に
あ
げ
た
柴
夫
・
務
郎

・
民
絞
・
民
厨
等
の
役
の
銀
納
化
に
つ
い
て

は
、
岩
見
氏
の
主
張
さ
れ
る
官
僚
の
銀
に
封
す
る
欲
求
と
い
う
貼
が
明

ら
か
に
認
め
ら
れ
る
。
た
だ
こ
乙
で
な
お
若
干
補
足
的
な
私
見
を
述
べ

る
な
ら
ば
、
例
え
ば
丘
浴
の
大
事
街
義
補
省
三
一
制
闘
用
、
同
開
算
之
絡

に
毛
隷
に
つ
い
て

若
夫
息
隷
之
設
。
除
監
獄

・
守
庫
外
。
凡
直
腕
・
守
門
・
限
随
者
。

皆
可
用
雇
役
之
法
。
而
在
雨
京
尤
食
切
要
。
今
後
各
府
州
賂
。
簸
息

隷
解
京
者
。
子
民
間
際
役
人
戸
。
選
其
馴
謹
強
健
耐
労
者
。
以
身
供

監
獄
守
陣
之
役
。
其
徐
限
随

・
導
従
者
。
毎
戸
停
其
日
出
銀
三
分
。

以
雇
人
代
賞
。
曲
腕
該
銀
十
雨
八
銭
。
閏
加
其
数
。
歳
前
類
解
兵
部
。

分
途
各
司
。
伴
其
自
雇
。
凡
予
其
雇
工
之
直
。

須
子
按
白
骨
田
浦
之

後
。

・
・
・
則
彼
不
至
逃
負
。
如
此
則
農
夫
途
耕
穫
之
願
。
官
府
得
使

令
之
給
。
-

と
あ
り
、
眼
随
・
導
従
卸
ち
随
従
の
白
老
隷
な
ど
は
銀
納
麗
役
化
し
た
方

が
官
府
で
は
そ
の
役
を
確
保
で
き
る
し
、
農
民
は
耕
作
を
妨
げ
ら
れ
ず

に
演
み
一
旗
雨
得
だ
と
い
う
意
見
が
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
単
な

る
一
個
人
の
意
見
に
過
ぎ
な
い
と
も
い
え
る
が
、
毛
隷
の
申
で
も
随
従

息
隷
ゃ
、
と
り
わ
け
京
班
阜
隷
な
ど
は
銀
納
雇
役
化
し
た
方
が
、
耕
作

を
放
棄
し
な
い
で
す
む
こ
と
に
な
り
、
乙
の

一
鮎
か
ら
だ
け
で
も
燥
民

に
と
っ
て
は
大
き
な
放
済
策
と
な
っ
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

叉
柴
夫
に
つ
い
て
は
憲
宗
質
銀
成
化
九
年
十
月
乙
亥
の
蹴
慨
に
柴
夫
に

つ
い
て
述
べ

- 30ー
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今
諸
山
採
取
殆
輩
。
柴
炭
類
総
銀
債
。

と
あ
り
、
明
史
容
八
二
、
食
貨
志
柴
炭
の
w
慨
に
も
柴
炭
の
採
取
を
述
べ

て

、

弘
治
中
。
増
至
四
千
寓
除
斥
。
縛
運
航
難
。
北
直
・
山
東
・
山
西
。

乃
悉
輸
銀
以
召
商
。

と
記
さ
れ
て
い
る
。
柴
夫
が
成
化
年
聞
に
銀
納
化
さ
れ
た
乙
と
に
つ
い

て
は
本
文
で
述
べ
た
が
、
こ
の
場
合
な
ど
は
同
じ
く
中
央
か
ら
の
銀
納

犯
で
も
、
官
僚
の
銀
要
求
と
は
少
し
事
情
が
異
る
で
あ
ろ
う
。
山
場
で

農
民
を
役
使
し
て
柴
炭
を
枚
取
す
る
よ
り
も
、
商
人
に
請
負
わ
也
て
上

納
さ
せ
た
方
が
よ
り
便
法
で
あ
る
と
い
う
事
情
が
働
い
て
い
た
と
思
わ

れ
る
。以

上
不
十
分
な
例
し
か
あ
げ
得
な
い
が
、
こ
れ
ら
の
例
の
み
か
ら
考

え
て
も
、
岩
見
民
の
主
張
さ
れ
る
官
僚
の
銀
要
求
が
筏
役
銀
納
化
の
主

要
な
契
機
で
あ
っ
た
乙
と
は
認
め
る
が
、
そ
れ
だ
け
で
は
十
分
な
傑
件

で
は
な
く
、
や
は
り
そ
の
際
に
も
個
々
の
役
の
持
つ
特
殊
性
、
叉
地
方

で
の
具
盤
的
篠
件
を
考
慮
に
入
れ
る
べ
き
で
あ
ろ
う
と
思
う
。

世
宗
貫
録
嘉
靖
元
年
九
月
丙
辰
の
肱
怖
に

南
京
貴
州
道
監
察
御
史
諒
魯
奏
。
明
南
・
山
東
修
河
人
夫
。
毎
歳
以

数
十
高
計
。
皆
近
河
貧
民
。
奔
走
窮
年
。
不
得
休
息
。
請
令
管
河
宮

運
行
合
属
地
方
。
均
波
上
申
二
則
人
戸
。
徴
銀
顧
役
矯
使
。
工
部
覆

議
。
従
之
。

と
あ
る
。

但
し
、
山
東
経
曾
録
倉
七
、
均
筏
因
率
上
、
嘉
靖
三
十
年
の
記
事
に
は

但
運
司
・
各
府
庫
子
経
攻
銭
糧
。
禁
子
看
守
獄
図
。
干
係
匪
軽
。
の

編
力
差
。
聴
本
身
自
賞
。

⑧ 

@ 

と
あ
り
、
庫
子
・
禁
子
の
よ
う
に
や
や
重
要
な
役
は
な
お
従
来
通
り
寅

際
に
力
役
に
服
し
て
お
り
、
嘉
靖
四
十
ニ
年
前
後
に
銀
納
化
さ
れ
た
よ

う
で
あ
る
。

力
差
と
い
う
語
が
最
も
早
く
使
用
さ
れ
て
い
る
の
は
侠
西
正
徳
朝
邑
豚

志
(
十
四
年
修
、
清
周
治
十
三
年
重
刊
)
で
山
根
氏
も
引
用
(
前
掲
論

文
五
四
頁
)
し
て
お
ら
れ
る
が
、
省
一
回
賦
の
昨
慨
に

弘
治
以
前
。
丁
賦
・
力
差
。
供
品
腕
足
則
止
不
波
。

:
:
:
以
後
遺
取

ユ
ル
ス
ス
ル
ヲ

ー
品
。
所
以
然
者
。
以
用
鰐
差
者
。
聴
差
者
差
己
足
。
無
差
而
聴
レ
言差

也
。
聴
差
。
宮
謹
枚
銀
而
貯
之
庫
。

と
あ
る
。
力
差
と
い
う
の
は
銀
差
と
相
封
臆
す
る
名
穏
で
あ
る
が
、
そ

の
成
立
か
ら
剣
断
し
て
、
弘
治
以
前
に
侠
西
に
お
い
て
翠
濁
に
力
差
と

い
う
名
祷
が
使
用
さ
れ
て
い
た
と
は
考
え
ら
れ
な
い
。
従
っ
て
こ
乙
に

云
う
力
差
は
正
徳
に
入
っ
て
一
般
に
使
用
さ
れ
出
し
た
で
あ
ろ
う
銀
差

.
力
差
の
力
差
と
い
う
名
穏
を
以
っ
て
そ
れ
以
前
の
筏
役
を
説
明
し
た

も
の
と
解
さ
れ
る
。
な
お
力
差
と
い
う
名
祷
は
単
濁
に
出
来
た
も
の
で

は
な
い
か
ら
、
乙
の
地
志
が
編
纂
さ
れ
た
正
徳
十
四
年
頃
に
は
、
侠
西

で
は
力
差
に
謝
す
る
銀
差
と
い
う
名
稽
も
使
用
さ
れ
て
い
た
と
推
察
さ

れ
、
均
値
慣
が
銀
差
・
力
差
・
聴
差
に
分
類
さ
れ
て
い
た
と
解
さ
れ
る
。

こ
れ
は
華
北
に
お
い
て
銀
差
・
力
差
と
い
う
名
稽
の
使
用
を
推
察
せ
し

め
る
最
も
早
期
の
も
の
で
あ
る
。
同
じ
く
嘉
靖
澄
城
豚
志
(
三
十
年

修
、
清
威
盟
元
年
重
刊
)
で
は
筏
役
の
分
類
に
銀
差
・
力
差
が
使
わ
れ

て
い
る
(
倉
一
回
賦
志
、
了
賦
)
か
ら
、
侠
西
で
は
正
徳
末
頃
か
ら
こ

の
分
類
が
行
わ
れ
て
い
た
と
解
し
て
よ
い
。

北
直
隷
に
お
い
て
は
、
嘉
靖
築
城
豚
志
(
十
三
年
修
、
民
国
二
十
三

年
霊
刊
)
各
二
財
賦
志
、
倍
前
役
の
傑
に
役
目
を
記
す
の
み
で
銀
差
・
力

-31ー
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差
と
い
う
分
類
は
行
わ
れ
て
い
な
い
。

し
か
し
嘉
靖
河
閲
府
志

(
十
九

年
刊
)
谷
八
財
賦
志
、
催
問
役
に
は
力
差

・
銀
差

・
磁
差
と
い
う
分
類
が

行
わ
れ
て
お
り
、
以
後
の
地
士
山
は
全
て
銀
差

・
力
差
と
い
う
名
稽
を
用

い
て

い
る。

河
南
で
は
、
嘉
精
彩
徳
府
士
山
(
元
年
刊
)
谷
四
回
賦
志
K
銀
賦
・
力

賦
な
る
一
議
が
使
用
さ
れ
て
い
る
が
、
ζ

れ
を
銀
差

・
力
差
と
考
え
て
い

い
で
あ
ろ
う
。

山
西
に
つ
い
て
は
適
切
な
例
を
あ
げ
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
以
上
に

あ
げ
た
の
が
地
志
に
よ
る
年
代
で
あ
る
が
、

他
に
文
集
類
に
よ
る
に
、

嘉
靖
元
年
に
上
奏
さ
れ
た
と
解
、
さ
れ
る
菌
鐙
(
彼
は
笛
時
順
天
府
ヰア
)

の

「
他
民
際
均
編
泉
以
安
根
本
霊
地
方
疏
」
(
皇
明
経
世
文
編
省

一
五

一
部
太
宰
奏
疏
)
に、

華
北
の
均
絡
を
説
明
し
て
銀
差

・
力
差
と
い
う

名
問
怖
を
用
い
て
い
る
。
叉
同
十

て

二

年
頃
に
沓
か
れ
た
と
恩
わ
れ
る

何
瑠
の
「
均
径
私
議
」

(皇
明
経
世
文
編
谷
一
四
四
)
を
見
て
も
、

車中
北

で
は
均
倍
加
の
分
類
に
一
般
的
に
銀
差

・
力
差
と
い
う
名
制
怖
が
用
い
ら
れ

て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
こ
れ
ら
の
例
か
ら
考
え
て
華
北
で
は
嘉
靖
初

年
頃
に
は
普
通
に
銀
差

・
力
差
と
い
う
名
聴
が
使
用
さ
れ
て
い
た
と
考

え
て
い
い
。
し
か
し

山
東
に
闘
し
て
は
そ
れ
を
明
示
す
る
史
料
が
な

く、

他
地
域
と
較
べ

て
そ
の
使
用
が
少
し
遅
れ
た
の
で
は
な
い
か
と
組

曲
服
さ
れ
る。

公
用
銀
と
い
う
の
は
公
貨
の

一
種
で
、
乙
の
場
合
は
州
懸
の
官
服
で
使

い
ん
に
〈

用
す
る
各
種
の
費
用
、
例
え
ば
心
紅
・
紙
街
等
か
ら
泊
燭
・
柴
炭
等
に

使
用
さ
れ
る
資
用
を
指
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
。

山
東
経
曾
鎌
倉
七
、
均
館
前
図
革
上
、

嘉
靖
三
十
年
の
記
事
。

山
東
に
お
け
る
エ
株
鞭
法
に
つ
い

て
は
穀
城
山
館
文
集
谷
三
四
、
輿
撫

⑧⑧  

⑧ 

蓋
宋
公
論
賦
役
香
に
、

倣
邑
所
謂
係
級
者
。
税
樋
不
分
底
口
。
抽
都
政
起
解
。
差
役
則
除
去
三

等
九
則
之
名
。

止
照
丁
・
地
編
汲。

丁
不
論
貧
富
。
毎
了
出
銀
若

干
。
地
不
論
厚
捕
陣
。
毎
畝
出
銀
若
干
。

と
あ
り
、
そ
の
後
文
に

護
法
。

編
汲
均
値
情
。

有
了
銀

・
門
銀
而
無
地
銀
。

・
:
・
今
去
其
門

銀
。
而
以
地
銀
易
之
。

と
述
べ
ら
れ
て
お
り
、
丁
に
課
せ
ら
れ
る
銀
が
丁
銀
で
、
団
地
に
課
せ

ら
れ
る
銀
が
地
銀
で
あ
る
乙
と
が
わ
か
る
。

叉
利
病
香
容
四
ニ
山
東

入
、
育
州
府
志
館
前
役
の
ほ
聞
に

吾
州
係
鞭
。
以
丁

・
地
粂
編
。
省
去
九
則
之
名
。

と
あ
り、

了
・
地
へ

の
館
前
役
の
課
税
、
卸
ち
丁
銀
・
地
銀
の
雨
者
を
以

っ
て
一
，係
鞭
法
の
成
立
と
み
な
し
て
い
る
。
こ
れ
に
つ
い

て
は
前
掲
註

⑬
藤
弁
論
文
参
照
の
こ
と
。

こ
れ
ら
の
諸
貼
に
つ

い
て
は
、
近
く
山
東
経
由
同
銀
の
紹
介
を
粂
ね
て
、

岩
見
氏
が
論
考
を
設
表
さ
れ
る
は
ず
で
あ
る。

官
同
隅
岨
茶
州
府
志
唱
恒
三
倍
情
役
、
披
豚
の
w
問
。

里
甲
夫
馬
と
は
騨
俸
の
設
備
の
な
い
地
方
で
里
甲
を
そ
の
代
用
と
し
て

役
使
し
た
も
の
。

山
根
氏

「
明
代
旦
長
の
職
貧
民
間
す
る
一
考
察
」
参

照。例
え
ば
一
婦
精
固
安
蘇
士
山
車
恒
三
、
食
貨
志
径
役
。

嘉
靖
河
南
通
志
省
九
、
民
役
。

高
暦
め
源
問
脚
志
谷
三
、
筏
役
。

宮苗靖
耀
州
志
倉
四
、
田
賦
志
。

禽
暦
綾
靭
邑
勝
志
省
四
、
食
貨
志
の
均
径
の
分
類
は
銀
差
・
カ
差
・
里

- 32一
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⑧ 

一
旬
磁
徴
銀
と
な
っ
て
お
り
、
里
甲
裁
徴
銀
に
註
記
し
て
「
以
待
賓
旗
」

t

と
あ
る
。
従
っ
て
と
の
里
甲
銀
は
上
司
、
過
客
遁
過
の
際
の
接
待
費
の

み
を
里
甲
が
負
強
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
の
他
の
様
々
の
公
費

は
銀
差
中
に
含
ま
れ
て
い
る
。

同
様
な
措
置
は
嘉
靖
八
年
に
庚
東
で
も
行
わ
れ
て
い
る
。
乙
れ
に
つ
い

て
は
山
崎
武
治
三
傑
鞭
法
の
創
行
に
つ
い
て
」
(
立
命
館
文
率
一
五

一一
V

参
照
。

一
篠
鞭
法
に
闘
す
る
研
究
に
は
女
の
よ
う
な
も
の
が
あ
る
。

清
水
泰
次
「
一
係
鞭
法
」
(
桑
原
博
士
還
暦
記
念
東
洋
史
論
叢
)
。
「
傑

鞭
」
(
中
国
近
世
一
位
合
同
経
済
史
第
四
章
〉
。
和
田
清
編
「
支
那
地
方
自
治

鼎
到
達
史
明
代
」
。
鑑
宮
谷
英
夫
「
近
世
中
園
に
お
け
る
賦
役
改
革
」

(
歴
史
評
論
一
の
二
・
三
)
。
藤
井
宏
ご
傑
鞭
法
の
一
側
面
」
(
和
田

博
士
還
暦
記
念
東
洋
史
論
叢
)
。
岩
見
宏
「
明
の
嘉
靖
前
後
に
お
け
る

賦
役
改
革
に
つ
い
て
」
(
東
洋
史
研
究
十
の
五
)
。
梁
方
仲
「
一
保
鞭

法
」
(
中
園
近
代
経
済
史
研
究
集
刊
四
の
一
)
等
。

山
崎
武
治
「
一
篠
鞭
法
の
創
行
に
つ
い
て
」
(
立
命
館
文
事
一
五
二
)
。

藤
井
宏
「
創
行
期
の
一
係
鞭
法
」
(
北
海
道
大
事
文
事
部
紀
要
九
)

@ @@  

附
記
本
稿
は
昨
一
九
六

O
年
十
二
月
に
提
出
し
た
修
士
課
程
研
究
報
告

，

を
ま
と
め
た
も
の
で
あ
る
。
作
製
に
嘗
っ
て
田
村
寅
造
数
授
の
指
導
を
賜
つ

た
。
叉
藤
井
宏
氏
、
山
根
幸
夫
氏
、
岩
見
宏
氏
か
ら
い
ろ
い
ろ
な
黙
に
つ
い

て
懇
切
な
教
示
を
受
け
た
。
こ
と
に
山
根
氏
に
は
史
料
調
査
に
嘗
っ
て
細
か

な
注
意
と
共
に
種
々
な
便
宜
を
と
り
計
ら
っ
て
い
た
だ
き
、
叉
論
の
推
め
方

の
上
で
も
貴
重
な
示
唆
を
奥
え
ら
れ
た
。
岩
見
氏
か
ら
は
山
東
経
曾
録
の
貴

重
な
ネ
ガ
を
奔
借
、
使
用
さ
せ
て
い
た
だ
い

J

た
上
に
、
民
に
先
ん
じ
て
小
生

が
そ
の
貴
重
な
史
料
を
使
用
し
た
小
文
を
護
表
グ
る
機
曾
を
得
た
。
乙
乙
に

記
レ
て
あ
っ
く
感
謝
の
意
を
表
し
た
い
。
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×力差 ③ 力差中にあって銀納になっ ているもの)

河 南 山 西

彰 河 帯置 雪量 r.G 山
徳 南 輝 河 源 西
府 省 府 県系 県系 省

嘉 高 嘉 高 崇// 

靖 暦 崎 暦 顧
フE 35 14 17 36 2 

(7) 。 (8) 0(9) 。。 。。。。
。。 。。。。 。。
⑧ 。。 。。。。 。 、ζ

⑧ 
× ⑧ ③ × ② " 
× o o ③ × 

× ③ ⑧ x ③ × 。。 v 

× " ③ × 

③ ⑧ 、広 × 

× ③ ⑧ o × 

v 8 ⑧ 0③ × 

" ⑧ ③ ⑧ × 

③ x 

⑧ ③ 0⑧ 

⑧ × 

。

嘉靖
// 

認暦
嘉 寓暦

崇

靖 験

彰 河 衛 築 自ら 山

徳 南 輝 河 源 西

府 通 府 車率 東系 通

志 志 志 志 志 志

(7) 力差の自があげられているのみである。

(8) 力役とある のみ。

266 

侠 西

同 華 朝 韓
官 邑 城
車系 州t 豚 ~ 
嘉 隆 1誌 // 

E青 鹿 暦
36 6 12 45 

。。。
。。。③ 。。。③ 

。。。。。。
v × 、E ③ 
× × × ⑧ 

0" 、ど ⑧ 
× 

× 0" 
× × ⑧ 

Y " × ③ 
》イ 0" 0" 

② 

嘉 隆 言高 、 /J

靖 慶 暦綴

線 肇
朝 韓

州1
巴 域

，iji 豚 車率

志 志 志 志

(9) r以戸貸出者J，r以丁出役者」の分類が使用されている。前者を0，後者を×

とした。なお役の人数をあげるのみで銀額が記されてないが，全て銀納化され

ていたと思う。
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(第 I表) 明代筆北各省別篠役分類表 (0銀差

省 名 山 東 :I~ 直 隷

山 青 際 披 業 河
異府定

国

府州車系名 東 州 域 間 安
省 府 車系 県草 県草 車系 車率

比舟L嘉立青
/f 高 /f 

嘉立青
/f /f /~ 

暦
12 44 13 32 13 19 28 -44 

事野 自E 0(3) 0(4) (5) (6) 

柴 華存 。。 。 。。
柴 夫 。。 。 。
鹿給庫子 。。
事野 夫 。。。。 × 。。
謄 夫 。。。。 x 。。
牌 夫 。 ⑧ 

路 夫 。
馬 夫 Q9 。。 。。
民 校 ⑧ 。
民 厨 ⑧ 

息 隷 〉え ⑧ ③ 0⑧ × ラ〈 ⑧ 0⑧ 

r~ 子 × ⑧ ⑧ 0⑧ x × ⑧ ③ 

庫 子 x ③ 0③ 0③ x 〉ぐ 0⑧ 0⑧ 

館 夫 x ③ 。 。⑧ 

防 夫 × ③ ⑧ 

弓 兵 × ③ ⑧ ⑧ × 0③ ③ 

鋪司兵 ちぽ ③ ⑧ ⑧ x も〈 ⑧ ⑧ 

禁 子 x ③ ③ 0⑧ x × ③ ③ 

倉斗級 x ③ ⑧ 。 x × ⑧ ③ 

1快 手 x 。 × ⑧ ×⑧ 

民 井士 × ② ⑧ 0⑧ × ⑧ ⑧ 

型脚失 x 

巡 欄 ⑧ x 

掃殿夫 ヨ〈

間 夫 x Q9 ③ 

溜 夫 x ⑧ 

務洩夫 x 

守口夫 × 

f覇 夫 × Q9 
泉 夫 x ⑧ 

嘉 /~ 高 /f 

藁嘉靖
/~ /~ /~ 

靖 暦

典 嬢
山 青 際

来 河 異 固
東 州 リ判 城

府間
定 安

通 府 県草 府 感 府 豚
志 志 志 志 志 志 志 志

詮(1)年代は典嬢にあげた各地志の編纂刊行年代である。

(2) この役目は本文でとりあげたもののみ，邸ち 山東通志と青州府志所載の役目で

ある。従って地方によりなお若干加 うべき役目が存在する。

(3)(4) この欄の役の分類は「以戸出貨出者J0， r以丁出役者J xとした。

(5) 銀差・力差の別な し。箔役とあるのみ。

(6) 力差の自のみで，銀差の目はあがっ ていない。
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The Origin of Ｔａχesin Silver in North China under the Ming

　　　　　　　　　　　　　　　　　　

Ｋｉｋｕｏ　ＴａｎｉｇｕｃＭ

　　

Under the Ming the first step toward tａχpayment in silver was

1‘ealizedin the form where certain specific corvees were replaced by

paying in silver, but in the beginning this system was not practiced

on ａｆｉχedstandard; there were local differences.　In this connection

the author calls attention to the following two points;（1）ｉｎ Shan-

tung payment in silver was initiated in the form ｏt　ｍtｎ-ｙin　ａｎｄ（2）

in North China, especially in Shantung, taχesin kind to the throne

and taxes paid to the government agencies, which ■were in Middle

and South China born by the local　administrative units, became to

be included in the ＣＭ４ルｙａｏand later in the mtn-yin.

Problems relating to the Religion of Yin

　　　　　　　　　

ＭｉｃＭｈａｎもIfｏ

　　

The official di▽iners of the Yin Dynasty were recruited from among

　

the diviners　of the conquered states, and the study of those divin-

　　　　　　　　　　　　　　

・

　

ers' relations to the Yin Dynasty reveals that the power of the dynasty

　

often fluctuated because the authority of the Yin rulers was derived

　

from their position as commanders of the confedration of states.

　

One of the most important functions and binding forces of the con-

　

federation

　

■was

　

nature

　

worship

　

where

　

spirits of mountains, rivers

｜二ｎｄ other natural objects and phenomena were regarded as deities.

　

As other states were forced to subject to Yin, their own deities were

　

added to the pantheon of Yin under the supreme god of Yin, while

　

the the diviners from other states were subject to the Yin ruler, thus

　

making the religious hierarchy conform with the political. The fact

　

that, ■whenever not many names of deities appear in oracle bones,

　

proportionately oracle bones bearing Yin's foreign relations deci‘ease･

　

seems to give support to the above view.
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